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開議 午前 ９時５９分

◎開議宣告

〇議長 東 英男君 おはようございます。ただいまから本日の会議を開きます。

議事日程は、お手元に配付のとおりであります。

直ちに議事に入ります。

◎日程第１ 一般質問

〇議長 東 英男君 日程第１、一般質問を前日に引き続き行います。

小黒弘議員。

〇小黒 弘議員 （登壇） それでは、通告に従いまして、一般質問を行います。

まず、大きな第１点目では、空き店舗で高齢者対策についてをお伺いをいたします。中

心市街地で空き店舗が目立つようになりました。まちの活性化のためにも、今後ふえ続け

る高齢者にも役立つ空き店舗の利活用についてお伺いをいたします。まず、１点目、空き

店舗を利用し、まちに出た高齢者が気軽に集い、話し、お茶を飲めるような（仮称）高齢

者ほっとステーションをつくることはできないかお伺いをいたします。

２点目には、今後高齢者が住みなれた地域で安心して暮らしていくために重要な役割を

担う地域包括支援センターがまちの真ん中の空き店舗に移動したらよいと考えております

が、その可能性についてを伺います。

大きな２点目といたしまして、病院前交差点信号機の改良についてであります。病院前、

北２丁目通りと西３条通りの交差点は、門前薬局も多くあることから、歩行者の横断が多

く見られます。現状では、場合によって赤信号を２回待たなければならず、とても不便で

す。そこで、歩車分離式信号機の設置が望まれますが、その可能性についてお伺いをいた

します。

３点目は、市道東一線のクランク解消についてを伺います。駅東部開発当時には、南北

の市街地を結ぶ路線として重要箇所と位置づけられていた東一線道路ですが、南１丁目線

との交差点が２つ交互につながっているクランクがあり、通行が不便で危険です。以前は

Ｓ字カーブへの改良の話もありましたが、今後の整備の考え方についてお伺いをいたしま

す。

最後に、４点目、砂川駅のバリアフリー化についてであります。砂川駅は、まちの中心

にあり、乗降客も多いのですが、特に上り線、札幌方面は急な階段を上りおりしなければ

なりません。列車を利用して市立病院に来られる患者さんも多く、橋上駅化やエレベータ

ーの設置が必要だと考えます。また、冬期間列車をホームで待つ厳しさを和らげるために

も待合所があれば喜ばれると考えますが、駅のバリアフリー化についての考え方について

お伺いをいたします。

〇議長 東 英男君 市民部長。
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〇市民部長 高橋 豊君 （登壇） 私から大きな１と２についてご答弁申し上げます。

初めに、大きな１の（１）、空き店舗を利活用し、高齢者が気軽に集えるような（仮

称）高齢者ほっとステーションをつくることができないかについてご答弁申し上げます。

まちに出た高齢者が気楽に集える場所として、まちなかから徒歩圏内に地域交流センター

ゆうがあります。ゆうでは、夏冬問わず自由に休憩できる交流スペースのほか、高齢者や

障害者にも安心して利用できる多目的トイレも設置されております。また、いきいきサロ

ンを開催し、健康運動のほか楽しく交流できるプログラムが用意されており、高齢者にと

っては快適な施設環境で憩えるものと考えているところであります。このように立ち寄る

ことができる施設があることから、高齢者対策として現在のところ、ご質問のような空き

店舗を利用した施設を中心市街地につくる予定はございませんが、今後高齢者の増加が見

込まれることから、利用者のニーズを的確にとらえながら、必要に応じた対応を検討して

まいりたいと存じます。

次に、（２）、地域包括支援センターのまちなか空き店舗への移転についてであります。

地域包括支援センターにつきましては、介護保険法に基づく地域支援事業における包括的

支援事業を一体的に実施し、地域住民の心身の健康の保持と生活の安定のために必要な援

助を行うことにより、福祉の増進及び保健、医療の向上を包括的に支援することを目的と

して事業を行っております。本市は、この包括的支援事業を社団法人北海道総合在宅ケア

事業団に委託しており、同法人が平成１８年４月に砂川市地域包括支援センターを開設し

ておりますが、事務所につきましては砂川市の所有する土地建物を貸し付け、運営母体が

同じであることから、砂川訪問看護ステーションなどの事務所とともに使用しております。

まちの真ん中の空き店舗への移動につきましては、高齢者にとって訪れやすい環境を整え

るという意味においては、地域包括支援センターが中心市街地にあることは利点ではあり

ますが、空き店舗が業務に適した位置や建物構造であるか、駐車スペースの有無や出入り

の利便性及び賃料などの検討について、設置者である社団法人北海道総合在宅ケア事業団

とも協議が必要になると考えております。このことから、早急に空き店舗へ移動すること

は難しいと考えておりますが、建物の狭隘化及び老朽化等により移転が必要となった場合

には、これらの諸条件を踏まえて空き店舗を含めた移転先の検討をしてまいりたいと考え

ております。

続きまして、大きな２、病院前交差点信号機の改良についてでありますが、信号機や横

断歩道などの設置につきましては、毎年市が取りまとめ、危険性、緊急性などを考慮し、

優先順位をつけ、砂川警察署を通じ北海道公安委員会へ交通安全施設設置要望書を提出し、

北海道公安委員会において交通量や歩行者数、周辺の状況などを総合的に勘案して設置箇

所を決定しております。病院前交差点につきましては、市立病院を利用する高齢者など交

通弱者の安全性を確保し、事故防止を図るため、平成２１年度に砂川警察署へ口頭で要望

し、平成２２年度設置要望分から交差点に関する要望のうち優先順位１番として要望書を
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提出してきており、本年度においても平成２４年度設置要望として同様に要望しておりま

す。要望の内容は、現行の交差点をスクランブル交差点に変更することでありますが、砂

川警察署では実現可能な方法として、歩車分離式の交差点として北海道公安委員会へ要望

しております。現在まで砂川警察署の協力を得ながら要望しておりますが、歩車分離式の

交差点は交通量及び通行量の多い大都市圏で設置されている傾向にあり、設置は難しいも

のでありますが、今後も早期の実現に向け粘り強く要望してまいりたいと考えております

ので、ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長 東 英男君 建設部長。

〇建設部長 金田芳一君 （登壇） 私から大きな３と大きな４についてご答弁を申し上

げます。

初めに、大きな３の市道東一線のクランク解消についてのご質問にご答弁申し上げます。

市道東一線と市道南１丁目線の交差は、南１丁目線の南側にかんがい溝があることから、

十字路交差にできず、クランク状態の変則的な道路となっております。市道東一線は、市

内南北を結ぶ重要な幹線道路であるため、第６期総合計画において市道南１丁目線から道

道芦別砂川線まで道路整備を行う計画となっており、工事延長約５８０メートル、工事着

工を平成２９年度とし、５カ年で整備を行う計画となっております。この工事においてク

ランク解消もあわせて行う考えでありますので、ご理解をいただきたいと存じます。

続きまして、大きな４の砂川駅のバリアフリー化についてのご質問にご答弁申し上げま

す。砂川駅のバリアフリー化につきましては、市立病院を中心としたまちづくりとして、

また迎える高齢化社会に対応していくため、駅の利用客が安心、安全に利用できるために

は必要なことと考え、平成２３年度の執行方針で橋上駅化等の検討を進めると申し上げて

おります。橋上駅化については、自由通路建設時にＪＲ北海道と協議した経緯があります

が、協議の中で将来の橋上駅化に対応可能な構造で建設することになったものであります。

このことから、砂川駅のバリアフリー化は、橋上駅化についてＪＲ北海道と協議を進めて

いるところであり、昨年の７月、１２月の２回協議を行ってまいりましたが、ＪＲ北海道

の負担が課題となっており、北海道とも協議をしながら進めているところであり、今後に

おいてもＪＲ北海道と協議を行ってまいりますが、時間がかかるものと考えております。

また、列車ホームの待合所につきましては、橋上駅化の協議の中で出てくる話と考えて

おりますので、ご理解をいただきたいと存じます。

〇議長 東 英男君 小黒弘議員。

〇小黒 弘議員 それでは、２回目、順番に一問一答をなるべく努めながらいきたいと思

いますが、空き店舗の関係の高齢者対策ということで、だれが答えるのかというのが注目

だったのですけれども、市民部長がお答えになったので、どちらかというと経済部長に答

えてほしかったなというところは正直あるのですけれども、１点目の高齢者がほっとして

食事ができたり、一番いいのは食事ができたり、お茶を飲んだり、自由に集まれるという
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ような場所なのですけれども、そのイメージなのですけれども、市民部長のお答えでいく

と今は交流センターゆうがそこに快適なところではないかと、高齢者が集うには。ちょっ

と意味が違うなと。市長、こういうお答えで本当はよかったのかなと思うのです。市長も

高齢者に向かって、とてもこれから地域で支えていかなければならないというのを第一目

的にいつでもいつでも言われている方なので、今交流センターに高齢者が集まるところが

あるから、そこが最適な場所だという、この答弁を市長はよしというふうに思われて送り

出されたのかなと思うとちょっと不思議な感じがしまして、ぜひその辺のそれでよかった

のかというのはお伺いしたいところなのですけれども。１点目、これこのほっとステーシ

ョンでは市長にそこのところをお答えいただきますけれども、次の訪問看護ステーション

の関係なのですけれども、私はできればやっぱり今の商店街何とかしたいなというふうに

思うのです。これも今後の総括や何かでも当然お伺いしていくことになるのですけれども、

何とか予算でロードヒーティングは今回やるというようなお話になっているのですけれど

も、どうもつながりがなかなか見えないのです、政策的なつながりという意味なのですけ

れども。やっぱりまちづくりというのがポイント、ポイント、点があって、そこにつなが

っていく線があって、そして面として展開していくのがまちづくりだろうなというふうに

思うわけですけれども、それがちょっとばらばらっぽい感じが私はしていまして、病院に

たくさん人が集まってくれるのだけれども、この人たちが歩いてもらわないと困るわけで

して、よく都会の人はよく歩くぞということがあると思うのです。そういう点では、駅の

二つ三つなんていうのは都会の人平気で歩くというのですけれども、僕らも都会へ行くと

意外と歩けるのです。何で歩けるのかというと、やっぱりお店がたくさんあったりとか、

おもしろいところがポイント、ポイントであるから、歩いていてもそう苦にならないとい

う感じがあると思うのです。私は、そういう意味で今回高齢者に対策ということを掲げて

の２つの意味を出させていただいたのですけれども。実はこの周辺、つまり中心商店街の

周辺というのは市内でも高齢化率が一番高いところなのです。そんな意味から含めて、な

ぜ今すぐにというのは言いませんけれども、空き店舗結構あるのですが、地域包括支援セ

ンターがそこに入っていけないという困難というか、今おっしゃっていたのですけれども、

一番最大の要因というのは何なのか、ここをお伺いしたいと思います。

〇議長 東 英男君 市民部長。

〇市民部長 高橋 豊君 それでは、私のほうから先ほど市長にというご質問でございま

したけれども、１回目の答弁につきましては砂川市の考え方ということでご答弁をさせて

いただいておりますので、ご理解を賜りたいと思います。

また、現状のお話をさせていただきましたけれども、今後におきましては、例えば空き

店舗に限らず、店内あるいは広場、そういうものを含めて高齢者が集えるような場の設定

ができるかどうか、あるいはそういうニーズが高まってくるかどうかと。こういうことを

考えながら検討させていただきたいということでございますので、重ねてご理解を賜りた
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いというふうに思います。

それから、包括支援センターのまちなかへのということでございましたけれども、まず

包括支援センターが訪問看護ステーションと一緒になっているということで、こちらのほ

うはかなり多くの台数の車を保有しております。それと、もちろん相談に来られる方もた

くさんおられるのですけれども、実際に各家庭まで訪問をすると。この回数も多くなって

おります。ですから、駐車場の確保と、それから車の出入りと、この辺の確保。それから、

地域包括支援センターと訪問看護ステーションが必ず同じ場所でなければならないという

ことではないのですが、ただ同じ事業団の運営ということですから、できれば同じ場所あ

るいは直近で近い場所というふうな考えを持っておりますので、その辺でなかなか。例え

ば市立病院から農協ぐらいまでの本当のまちなかの中でそういう物件があるかどうかとい

うのは、非常に難しいということでございます。

〇議長 東 英男君 小黒弘議員。

〇小黒 弘議員 市長に何でというお話をしたのは、つまり交流センターゆうが今高齢者

にとって一番快適な施設だというお答えが市民部長からあったので、本当にそうなのかな

というふうに思っているのです。あそこ行っても別にお茶飲めるわけでもないし、高齢者

同士でという、僕が言うのは日常的にそこで気軽に集まれるような場所が中心商店街の中

に１カ所でもあればいいのではないかなという思いですから、そういう意味では今なかな

かないのです。この前経済部が行った砂川市の商店街交通量、通行量調査というのがあっ

たのですけれども、これを見ると、ここに答えている人たちがどういう比率かというと５

０代２０％、６０代４２％、７０代２１％、全体の８３％が５０代から７０代の人たちが

皆さんアンケートに答えられた。この結果が経済部のほうからあるのですけれども、その

中で商店街に今後必要だと思うものということの複数回答の調査もしているのです。これ

驚くことながら５０代から７０代の人が、ほとんどのその人たちが今までは２００９年、

２０１０年というのは何を望んでいたかというと、品ぞろえの充実というのを一番に挙げ

ていたのです。ところが、ことし、今回報告があった２０１１年はレストランや喫茶店の

充実がこれ実はトップになっているのです。そういう意味からいうと、本当にゆうが高齢

者が集まる最適な場所なのかどうかということとあわせて、商店街の中にほっと座ってし

ゃべってということを買い物の人たちも望んでいるのです、１番目に。こういう実態をや

っぱり市民部も経済部も、これ両方とも僕は所管で大丈夫ですから、両方に聞きますけれ

ども、経済部にしても空き店舗があって、商店街がこうやってなっている状況があって、

高齢者にとってみてもこういう望みが一番になってきていると、こういう現状をどうして

お互いに話をして、ちょっと小黒さんのこの質問もなかなかいいのではないのというふう

に思ってくれないのかなと思うわけです。だから、２人では無理なので、市長が高齢者の

ことをずっとこれまで言ってきているから、私のこういうアイデアはどうでしょうねと、

市長もきっと納得してくれるかなというふうな思いもあって、市長はどう思うのですかと
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いうお話をしているのですけれども、市長、手挙げてもらったので、ちょっとお答え聞き

たいと思います。

〇議長 東 英男君 市長。

〇市長 善岡雅文君 （登壇） １回目で答弁に立とうと思ったのですけれども、部長が

私が行くということで、部長のやる気を疎外しないのが市長の役目でもございます。ちょ

っと質問の仕方が行政の思いと違いまして、小黒議員、高齢者対策と言われると、役所と

いうのは非常に難しいところで、高齢者のほうからアプローチしてしまうという傾向がご

ざいます。それで、ふれあいセンター自体はすごく機能しておりまして、当時つくったの

は保健施設と、それから高齢者施設、それを統合して、これから高齢者がふえてくるから、

保健婦はなるべく中にいて、来た高齢者を効率よく対応して、高齢者が元気でいれるよう

にしようという施設でございまして、その趣旨からいうとあそこではいろんな団体もでき

てございますし、食生活改善委員さんたちも活躍していただいて、私はその面では市民部

長の言ったのはそのとおり正しいものだというふうに思っております。ただ、この一般質

問を見たときに、どうもこれは小黒議員さんは経済部のほうに恐らく聞いているのだろう

なというふうには思ったわけですけれども、言われるのは十分に私もわかっております。

何とか２年間で地域で高齢者を支える仕組みをつくりますと。その中には、元気な人はよ

り元気にいれるような対策も盛り込んでいくのだというのが私の考えでございまして、そ

の中には当然この種の方法もあるだろうなというのはイメージしてございます。ただ、行

政が机上だけで考えてしまうとどうもうまくいかないというのが今までの手法でございま

すから、なるべく民間の方を巻き込んだ中でそれをやっていきたいと。中心市街地活性化

基本計画は２４年度で終わります。その後は、恐らく法の適用を受けない商店街活性化基

本計画を民間の方と経済部、副市長も入ってつくることになるのだろうなというふうに思

っていますけれども、その中でいろいろな面で検討していただいて、民間も巻き込んだ形

でやって、その中から出てくる結論であれば、私はやってもいいかなというような考えは

持ってございます。今すぐやるとかとこの場で答弁することは残念ながらできませんけれ

ども、その中でいろいろ論議していただければよろしいかなというふうに思っている、そ

れが私の考えでございます。

〇議長 東 英男君 小黒弘議員。

〇小黒 弘議員 市長のご答弁を聞くと、方向性としては一緒だなというふうに思っては

いるのですけれども、できれば僕は急いでほしいなというふうに思っていまして、それは

これ結構実績としてと言うのは変ですけれども、私一回トライをしたことがありまして、

中央市場が空き店舗で結構困っていたときに、手づくりのちょっとしたものを仲間の人た

ちと集めて、僕もコーヒーを落としてただ黙って座っていたときがあったのですけれども、

高齢者の皆さん結構集まってきていろんな話をして、いやいや、こういう場所あったら本

当にいいよねという話をしていたのです。やっぱり本当に買い物するのも今商店街もそれ
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ぞれでベンチを置いたりしていてもらっていますけれども、ちょっと病院から農協まで歩

く間に何ポイントかいいポイントがあれば、きっと歩いて中心街行ってくれると思うので

す。せっかく病院に来ているけれども、そのまま帰してしまうのではやっぱりもったいな

いので、何カ所かのポイントという意味で、私はぜひこのほっとステーションというのは。

いろんなまちで今もう出てきています。できれば一番いいのは、元気なお年寄りがそこに

いてもらって、料理つくってもらったり、お茶、話の相手してくれたりするのが一番いい

のですけれども、実はきのうの一般質問聞いていて、多比良議員の地域おこし協力隊とい

うの、これいいなと。これに使えないかなと今ふと思ったのですけれども、一番いいのは

地元の人からまずそういう声が上がってやってもらうということなのですけれども、中に

は都会でお年寄り相手にするの上手な人もいるかもしれないし、３年間あればちょっとお

試しはできるかなというのもあって、こういういろんな要素を総合して、ぜひやっていた

だきたいなというふうに思っています。

それから、包括支援センターは市長もずっと言っていらっしゃるとおりに、これからは

ますますこれが中心的な存在になってやっていかなければならないという高齢者対策だと

思うのです。その割には今の場所、本当にみんなに知ってもらわなければいけない包括支

援センターなのですけれども、実は今どこにあるかと聞いて、まず高齢者の皆さんはわか

らないだろうと思うのです。どうせなら、これをどんとまちの中心部に持っていって、そ

れは行政にしてみても高齢者対策一生懸命やっているぞというアピールにもつながるわけ

です。今ちょっと聞いた話なのですけれども、北門信用金庫さんが移転をするという話が

あるそうですよね。あの周辺大分今空き店舗が、家具屋さんなくなって、お菓子屋さんな

くなってというような形の中で、これまた北門信用金庫さん、たしかツルハのほうに移動

するという、農協のアイアイの前のほうへです。あそこがまた空き店舗になる可能性があ

って、あそこなんかすごくいい場所になるだろうなというふうに思うわけです。そういう

ふうになっていったときに、やっぱりまちの真ん中、あるいは国道から見える、そういう

場所で高齢者の皆さんも買い物に地元に歩いていってくれるときに、ここはいざというと

きに相談できる場所がこんなところにあったのだと。これは、もう何にもかえがたい、ど

れだけの広報でお知らせするよりも、ここに地域包括支援センターがあるのだということ

をわかっていてもらえれば、いざというときにあそこへ行けば何とかなるなということが

アピールできると思うのです。その地域包括支援センターがつくった見守りガイドブック

というのを私持っているのですが、何とこの表紙にまちの中に地域包括支援センターのイ

ラストがあるのです、これ。地域包括支援センターもきっと望んでいるのではないかと。

これは、アピールしているのではないかと思っているわけで、ただこのことは地域包括支

援センターだけではできない話です。商店街も、それから行政も高齢者というこのものを

マイナスイメージでとらえるのではなくて、商店街の活性化あるいはまちの活性化という

ことにもつなげて考えていくということは、私は全然だれもが悪い話ではないと思うし、
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まさにもう砂川市、これから高齢化率４０％にもなっていくというこのときに、こういう

動き方をやっぱり早めて早めていくことによって、高齢者の皆さん安心感、そしてもしか

したらここで雇用が生まれるかもしれないという総合的な考え方を、ぜひ市長にも早くス

ピード速めるような形でやっていっていただきたいというふうに思うのですけれども、今

私ちょっと申し述べましたけれども、その辺についての所見というのは市長、お持ちでし

ょうか。

〇議長 東 英男君 市長。

〇市長 善岡雅文君 地域包括支援センターを具体的名前は今小黒議員挙げられましたけ

れども、あそこの場所、ちょっと駐車場も含めて検討させてもらったのですけれども、訪

問看護ステーションで７台、それから地域包括支援センターで３台ということで、頻繁に

車が出入りすると。また、それだけの駐車場が確保できないという問題も現実にございま

して、ちょっと場所が狭過ぎるのでないかというのがございます。また、１２号線に面し

ていて、歩いてこられる方には便利がいいのでしょうけれども、どちらかというと地域包

括支援センターはあそこから外に出ていくという割合が非常に多いところでございまして、

その辺については駐車場がもう少し広ければなという感じでは考えておりますけれども、

先ほど答弁しましたけれども、あくまでも地域包括支援センターではちょっと場所的に無

理があると。違う方法で、例えば商店街活性化基本計画をつくる中で民間のお力をおかり

しながら、小黒議員がさっき言った方法も一つの手法に入ってくるとは思うのですけれど

も、なかなか既存の喫茶店もございますから、それを民業を圧迫するというようなことを

行政がやってはいけないという問題もありますから、それはやっぱり民間の方を巻き込ん

だ中でちゃんと論議したほうがいいのではないかというふうに私は総合的には判断してお

ります。

〇議長 東 英男君 小黒弘議員。

〇小黒 弘議員 方向性という形、それから民間の方々の協力も当然得ていかなければ思

うようには進んでいかないというふうに思いますので、市長は民間の方ともいっぱいお話

しする機会もあると思いますので、その辺のところをアピールを大いにしていっていただ

ければというふうに思うのですけれども、ただ包括支援センターの場合、先ほど市民部長

のお話の中でも、訪問看護ステーションと離れてもよいような職種だとは僕も思うのです。

そこの場所を限定してしまってはやっぱりよくないなと、今北門さんがどうなるかとちょ

っとまだわからないでしょうから。ただ、あの近くには市民駐車場、市の駐車場も実はあ

るのです。本当にすぐ近くなのです。そういうことも全体的に含めて、僕が調べている限

りでは包括支援センターは業務車両が３台と職員の車が６台。つまりこの職員の６台は、

通勤に関しては市民駐車場に置いてもらってもいいのではないかとも思いますし、そうい

う意味でソフトばかりでなく、ハード的なものもこれ行政も協力しながら、何とか中心商

店街、いろんな意味で活性化ができるような形という一つの提案をさせていただいたので、
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今後も考えていっていただきたいなというふうに思っています。

それから、病院前の交差点についてなのですけれども、これはもうぜひそういうふうに

してほしいなと。これは、何人もの議員の方々が病院ができる前、病院ができたらもうこ

こはすぐそういうふうになるようにという要望が出ていた部分なのです。それで、市長は

去年の６月になってから道警のほうに営業に行っていただいたことあるのですか、このこ

とで。

〇議長 東 英男君 市長。

〇市長 善岡雅文君 私のほうからは行ってはございませんけれども、原課のほうで２２

年度に申請をしているという話は私は聞いております。

〇議長 東 英男君 小黒弘議員。

〇小黒 弘議員 前からとっても難しそうな話は聞いているのです。ただ、あそこ見てい

ると、やっぱり赤信号で一回とまって、もう一回こっちでとまってということが多く見ら

れていて、特に冬なんかは寒いですよね。実は、全体的に一体的にどうやっていくかとい

うことをいつも意識していないといけないなというふうに思っているのですけれども、仮

にロードヒーティングができたとしても、ほかの不便さというのをやっぱり同じように解

消していくということが市長がいつも言っていらっしゃる、そのことにつながっていくと

思うのです。僕は、ぜひ予算委員会でも言ったのですけれども、トップセールスというの

を市長に心がけてやってほしいのです。前の菊谷さんは、道警に行かれたと私お話聞いて

いるのです。やっぱり市長がみずから動いて、名刺一枚置くのでも全然違うと思うのです。

普通でやっていったら難しいです、きっと。スクランブルなんか本当に特に都会の真ん中

しか見たことないし、正直こんな狭い市道の交差点の中でそれができるなんていうことは

なかなか難しいだろうと思うのですけれども、ただ歩行者のために車の通行の部分を全部

赤にする。歩行者はうまく交差ができるような、斜めに渡らなくてもできるような方法と

いうのは、これは何とか病院に来る患者さんの数とか必要性というものを強く訴えていっ

てもらえればできるような気がするのですけれども、この辺というのは市長、やっぱり感

触的には相当難しい壁というのがあるのかどうか。直接道警とも話されていないと思うの

で、余りわかっていらっしゃらないかと思うのですけれども、できればやっぱり市長が動

いてほしいなというふうに思うのですけれども、自分が動く必要性と重要性というのはど

のように考えていらっしゃいますか。

〇議長 東 英男君 市長。

〇市長 善岡雅文君 正式な形では警察署長には話してございませんけれども、昨年から

警察署との連携をとっていますので、話す機会は結構ございます、正式な場ではございま

せんけれども。内部的にここで申し上げることはできませんけれども、本部のほうでは難

色を示しているという話は引き継ぎの中で聞いてございます。といいますのも札幌のよう

に歩道と交差点の距離が非常に長い場合についてはある程度効果が出てくると。ただ、余
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りにも砂川のように短いと、２回待たすことによってタイミングによっては今よりも長く

待つことも起こり得ると。それをどう東西と南北の関係を調整するかとか、いろんな問題

が絡んでいまして、それがある程度整理見えない限り私が行って話しても、署長には何度

も話していますけれども、本部に行くのでなくて、その辺の整理されるのを私はもう少し

詰めてくれという話をしています。その辺がちょっと事情が札幌なり大都会と砂川との違

いで、向こうが難色を示しているのは本当にこれで歩行者便利になるのでしょうかと。タ

イミングによっては、前よりも倍待つことも起こり得ると。それを解消するといったら、

時間、信号の東西と南北のを変えていかなければならない問題もあるというふうな話は聞

いてございます。だから、まだ私が出ていって何が何でもということでなくて、その辺を

ある程度うちの担当のほうと多少詰めた中でないと、ちょっと行っても難しいかなという

感じで、トップセールスは私は腰が軽いほうですから、どこでも自分が望むところには行

ってございますけれども、この点については少しその辺を整理してもらわないとまずいな

と。かえって待ち時間が長くなって、市民のほうから前のほうがよかったではないかと言

われるのはちょっと困りますので、その辺の時間の調整がどうなるのかというのを見たい

というふうに思っております。

〇議長 東 英男君 小黒弘議員。

〇小黒 弘議員 次は、細かい質問になるので、市民部長にお伺いするのですけれども、

今市長がおっしゃったことってすごく重要なことなのです。つまり要望してやってみたら

実は前より不便になったというのなら、これ何の意味もないわけで、今現在歩車式で要望

に行っているのですけれども、その辺のことというのは実際警察からも言われたり、それ

から市民部長も効果という意味で、かえってやらないほうがいいのかどうなのかという検

討というのはもう当然要望行っていますからされていると思うのですが、どんなふうな状

況なのでしょうか。

〇議長 東 英男君 市民部長。

〇市民部長 高橋 豊君 それでは、私のほうからご答弁をさせていただきたいと思いま

すが、まず砂川市としては第１弾、スクランブルということで要望しておりますけれども、

ここは砂川警察署のほうで可能性として歩車分離式ということですから、実際上はもう歩

車分離式で公安のほうに要望させていただいているということでございます。

それから、今の待ち時間が多くなるのではないかという部分については、少し細部まで

詰めさせていただくということで、例えばこの歩車分離式を平日の開院時間に合わせたと

ころだけ行うとか、あるいは一番通行の多い東西の線は少し車は長くして、南北のほうは

車の通りが少ないときは短くして歩行者の部分の影響を少なくするとか、こういう部分は

砂川警察署を通して公安のほうにもご説明させていただいておりますので、なるべく歩行

者に影響を与えないでスムーズに通れるということについては、少し細かい部分まで詰め

させていただきながら、ご相談をさせていただいて要望しているという現状でございます。
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〇議長 東 英男君 小黒弘議員。

〇小黒 弘議員 そうなれば、難しいかもしれないのだけれども、それを設置してもらう

ことによって病院に来られる、あるいは病院前を通過する、その歩行者にとっては便利に

なるというふうに今解釈してよろしいということですね。

〇議長 東 英男君 市民部長。

〇市民部長 高橋 豊君 車と歩行者の関係がございますけれども、第１番目はやはり高

齢者あるいは小さなお子さんを連れておられる交通弱者と言われる方、この歩行者をまず

第一に考えさせていただくと。そういうことからいきますと、やはり対面上に行くときに

１回、２回待たなければならないという状況はぜひ解消して、１回で対面のところにも行

けると。そのことによって真っすぐ行きたい歩行者への影響、あるいは車の影響と、この

辺も十分に考慮しながら行いたいということですので、実際にこれを歩車分離式にさせて

いただくときにはその辺の不便を解消させて、できてよかったという形に持っていきたい

というふうに考えております。

〇議長 東 英男君 小黒弘議員。

〇小黒 弘議員 今の市民部長のお話のように、設置するということについてやっぱりよ

い方向だということが確認できましたので、市長のほうもよろしくこれは設置に向けて積

極的に動いていただければというふうに思います。

３点目の東一線のクランクの解消なのですけれども、第６期で今具体的な年度まで出て

きているのですよね。今回の第１期の実施計画の中でどこにも名前が出てきていないので、

これは忘れ去られた東一線のＳ字かなというふうに思ったのですが、そうではなくて２９

年度の５カ年でやるという予定のようなのです。これ前倒しというのは、なかなか難しい

のでしょうか。それと、どういうふうな状況で改良されていくということをもう少し具体

的にお話しできますでしょうか。

〇議長 東 英男君 建設部長。

〇建設部長 金田芳一君 東一線の工事の前倒しというお話でございますけれども、議員

さんご存じのとおり東一線のすぐ西側にかんがい溝が並行して走ってございます。国のほ

うで平成３０年をめどに、パンケ歌志内川から道道芦別砂川線までの改良の工事を予定し

てございます。仮にうちのほうが東一線の改良工事を先行した場合、大がかりな手戻りに

なるという可能性ございますので、このかんがい溝の改修工事にあわせてうちの道路の線

形とか勾配とか、こういうものを計画して改良工事を行うために、平成２９年度から５カ

年という計画で今考えてございます。

それで、クランクの解消の工事でございますけれども、滝川のほうから東一線来ました

ら、真っすぐかんがい溝のほうに抜けまして、かんがい溝ぶつかる手前から東側のほうに

道路を振って、本当にＳ字になるような形で現状の東一線のほうにぶつけたいと。南１丁

目線からパンケ歌志内川のほうの改良工事、かんがい溝の工事行っているのですけれども、
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そのときに将来の改良工事にあわせて道路用地幅、今の用地幅でしたらちょっと歩道つか

ないものですから、歩道もつけたいということで若干１メーターちょっとぐらい用地をあ

けて工事を行ってもらっています。それにあわせて歩道を設置したいというふうに考えて

ございます。

〇議長 東 英男君 小黒弘議員。

〇小黒 弘議員 今のクランクの解消は、もうちょっとたつとできそうですので、期待を

したいと思います。

最後に砂川駅のバリアフリー化の関係なのですけれども、６月にも私質問をしておりま

して、そのときには議会が終了後、副市長を筆頭にというような、たしか市長のご答弁も

あったと思いますので、それ以降橋上化、あるいは僕は橋上化だけにこだわらないほうが

いいのかなということも考えます。市長も橋上化等ということでこの前の答弁もありまし

たけれども、その後どのような動きがあってどんな状況であるのかをまずお聞かせいただ

きたいと思います。

〇議長 東 英男君 建設部長。

〇建設部長 金田芳一君 橋上駅の関係でございますけれども、７月にＪＲと協議したの

ですけれども、まずＪＲ北海道に対して橋上駅化についての協力のお願いを行いました。

そのときにＪＲ北海道の担当者につきましては、自由通路時に橋上駅の話は聞いていると。

だけれども、ＪＲとしてもメリットがなければ上層部を説得できないというふうな回答が

ございました。このメリットにつきましては、工事費用の件でございますけれども。その

中で市としても橋上駅化の事業は多額になるというふうなお話をさせていただきまして、

北海道と補助対象の事業がないか協議を行い、改めて相談に伺うというようなことで１回

目の協議は終了してございます。その後北海道と協議を行ったわけでありますけれども、

現在考えられますバリアフリー化の補助と市立病院で行っております暮らし・にぎわい再

生事業、これに追加工事で事業を行うことができないかというふうなことで道と協議を行

ったのですけれども、対象要件には当てはまらず難しいものというふうになりましたけれ

ども、引き続き北海道に対しまして何か別のメニューがないか、協力のお願いを行ってい

るところでございます。

それで、２回目でございますけれども、１２月、再度ＪＲ北海道と協議を行ったわけで

ありますけれども、その中で砂川と似た条件で橋上駅化をした事例がないか、この調査の

お願いをしている段階でございます。そして、他の方法がないか、現在ＪＲ北海道と協議

を行っている段階でございます。

〇議長 東 英男君 小黒弘議員。

〇小黒 弘議員 滝川は、去年の１２月でしたか、エレベーターの設置はできたのですよ

ね。橋上化という意味と、それからエレベーターの設置という意味ではまた違うのかもし

れないのですけれども、ここはどうなのでしょうか。橋上化を要望していくということと
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バリアフリーという意味でいってエレベーターの設置ということでは、例えば補助の関係

とかＪＲとの関係とか難しさの関係とか、そういうことというのはやっぱり違いがあるも

のなのでしょうか。

〇議長 東 英男君 建設部長。

〇建設部長 金田芳一君 先ほど補助対象のことでお話ししましたけれども、滝川が行い

ました事業についてはバリアフリー化の補助の事業でございます。この関係につきまして

は、橋上駅もエレベーターのみの事業も同じでございますけれども、利用人数が３，００

０人以上で事業対象となります。したがいまして、先ほどバリアフリー化については砂川

市の場合は難しいというふうなお答えしましたけれども、砂川市の場合は利用客が約１，

４００人というふうなことで、エレベーターにつきましてもバリアフリー化の対象要件に

当てはまらないというふうなことでございます。

〇議長 東 英男君 小黒弘議員。

〇小黒 弘議員 となると、橋上駅化しかないということになるのですか。以前は、バリ

アフリー化というのもたしか前調べたら５，０００人の乗降客がないとだめだったはずな

のです。それで、今度３，０００になった。本当に３，０００がもうそれ限界なのかとい

うと、僕は前に国交省に聞いたときはそうではなくて、ここのところはゆとりはあるらし

いのです。だから、やらないということを考えれば３，０００と言えばうちはまだ千何百

しかないからだめということになるのでしょうけれども、滝川がやり始めたときは多分５，

０００だったはずなのです。それでも、やってきたのです。何が違うものなのかなという

ふうに思うのです。僕は、滝川よりまだ砂川のほうが必要性としては多いのではないかな

というふうに思ってはいるのですけれども、そういう意味でいってこれもどうやったら実

現に近づくかということを考えていかなければいけないと思うのですが、市長、やっぱり

これは橋上駅にしてもバリアフリー化にしても今の一番問題は、３番線はいいのですよね、

札幌から来る場合は。もう本当にすぐ平らで来れますけれども、札幌に行く側、あっちは

もう大変です、階段上っておりてというのは。これは何とか市長もしたいという思いは６

月のころとは変わっていないのですよね。いろいろやってきたら、困難さというのがいっ

ぱい出てきたのだと思うのですけれども、それも含めてどうなのでしょう。このバリアフ

リー化ということについてお答えいただけますか。

〇議長 東 英男君 市長。

〇市長 善岡雅文君 バリアフリー化というか、橋上駅につきましては私の選挙のときの

公約に入ってございまして、当然私は行政出身ですから、ＪＲ相手に簡単につくとは思っ

ておりません。では、なぜそれを言ったかといいますと、砂川のまちの形状、いわゆる市

立病院を中心としたまちづくり、さらにはもう一つは高齢化がいや応なしにもう毎年進ん

でいくと。それなら、地域公共交通のあり方は将来的には変わってくるだろうと。そして

もう一つは、国の動向を見ているとＪＲ自身も人口の多いところは自前で橋上駅にしてい
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ます。ただ、お金の問題もあるから、乗降客の大きいところしか今はやっていないと。そ

れがそのうちに徐々に地方にも波及していく流れにはなってきていると。国の流れも補助

基準を下げながら、恐らくここが下げどまりだと私は思っていません。いや応なしに年寄

りだけになりますから、その辺の流れを見越した中では、今の段階では確かに厳しいと。

だけれども、これを声を出して向こうと折衝することによって何らかの方法を見つけて、

何とか一年でも早くやりたいと。ＪＲ自身でやっても５年以上かかっていますし、土地区

画整理事業をやると１０年かかった例もございます。それは自治体がやる場合です。それ

ほどＪＲと話しするのは非常に難しいという事例を私は当然知っています。だから、これ

はすぐできるとは当初から思ってございません。ただ、時代の流れ、砂川市のまちづくり

の目的、それから国の動向、それらを勘案すると、これは全くあながち無謀な話ではない

というふうに考えているから、あえて年数はかかるというのは承知の上でもこれを公約の

中に入れたと。それで、違う会議のときにＪＲ関係者と一回会ったことあるのですけれど

も、市長よと、この話については性急に急がないでくれという話もされておりますし、そ

れと橋上駅自身がもともとＪＲのほうの要望もつくるとき、橋上駅ではなくて自由通路を

橋上駅ができるようにつくったというのもＪＲとの話し合いの中では、そういう方向でつ

くれないですかというのも１６年当時ですか、そういう話も現実にはございました。行く

末は、やっぱりＪＲも含めて見ている方向は同じだというふうに考えておりますので、何

とか時間はかかろうともこれを進めていきたいと。また、手法としてはある程度担当レベ

ルで何回も積み重ねてやっていかないと、これはなかなかそう簡単には進んでいかないと

いう話も開発局のほうから聞いてございますので、これは地道に間をあけないで事務レベ

ルで進めていくべき問題だというふうに考えております。

〇議長 東 英男君 小黒弘議員。

〇小黒 弘議員 橋上駅というのは、たしか５億ぐらいかかるのでしたか、全体事業とし

ては。どうですか。どこかで試算が出ていたと思うのです。

〇議長 東 英男君 建設部長。

〇建設部長 金田芳一君 先ほど市長も答弁したのですけれども、自由通路時に橋上駅に

対応できる構造というふうなことで協議をした中で、こちらの砂川市のほうで超概算です

けれども、５億円というふうな試算しておりますけれども、実際にこれＪＲともし仮に橋

上駅が整備になるといった場合、ＪＲのほうの主体工事になりますので、ＪＲのほうが設

計するわけでございますので、これが１億ふえたり、２億ふえたり、その変動はあると考

えてございます。

〇議長 東 英男君 小黒弘議員。

〇小黒 弘議員 なるほど。ＪＲのほうで１億上げたり、２億上げたりすることもできる

という話ですか。何かちょっと怖い話ですね。バリアフリー化というのは、本当に大事、

絶対要ると思うのです。橋上駅、僕もこれ質問しようと思ったので、現場へ行ってきたの
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ですけれども、素人目にエレベーター設置するのはそう難しくないなという感じがするの

です。エレベーターがあればいいのです、まず。ちょうど自由通路の窓があいているとこ

ろがあって、そこから下を見ると１番線、２番線のつまり札幌へ行く側のホームの真上に

あるのです。当然そうですよね。自由通路が線路をまたいでいるわけですから、その位置

はポイントはあるはずですよね。駅のホームがずっと下がっていって、要するに駅のホー

ムの一番端っこの部分に自由通路がかかっているという、こういう状況です。つまり僕は

そのときに、札幌行って地下鉄乗ると自動改札機だけの入り口ってあるのです、不思議な

ことに。自由通路に、要するに切符を何とかすればいいわけだから、自動改札機をつけて、

エレベーターを１台、１番線、２番線のところにおろしてやれば、バリアフリーできるの

ではないかと、わざわざ５億円かけなくても。という考えをちょっと持ったのですが、自

動改札機というのは大体普通で６５０万ぐらいでできるらしいです。エレベーター１基も

何千万かでしょう。そんな簡単なものではやっぱりないのですか。でも、バリアフリーに

なればそれでいいといえばいいわけで、この辺はどうなのですか。やっぱり技術的に言っ

て橋上駅とか５億とかというふうにかけていかないとどうにもならないのかどうなのかと

いうのは、ちょっと確認をされたことがあるのかどうかお伺いしたいのですけれども。

〇議長 東 英男君 建設部長。

〇建設部長 金田芳一君 今議員さんお話のありました自由通路から札幌方面に向かうホ

ームにエレベーター１基をつけて自動改札機をつけると。このことにつきましては、ＪＲ

のほうともお話を聞いていませんので、果たしてそれが可能なのかどうか、ちょっと今こ

の場でお答えすることはできませんけれども、先ほどからも言っていますけれども、自由

通路に橋上駅をつくる構造としたというようなことで、まず橋上駅化について検討をして

いきたいと今の時点では考えてございます。

〇議長 東 英男君 小黒弘議員。

〇小黒 弘議員 実は、橋上駅にすると必ず２本のエレベーターが今必要なのです。せっ

かく今の平らな３番線も上に駅が上がってしまうから、エレベーターでおりるなり階段で

おりるようにしなければならなくなるのです。それで、あるとき砂川駅の駅長さんにこう

言ったことあったのです、僕。今３番線、つまり旭川に行くのがここのこの線路走ってい

て、札幌に行く２番線があるわけで、ただ２番線と１番線って１つのホームなのです。３

番線のホームを切りかえてもらってこの２番線と１番線のホームで上下線路にしてもらっ

たら、エレベーター１つで済むのですけれどもねと聞いたら、そんなこと考えたこともな

かったという話で、でもそういうことっていっぱいあるような気がするのです。専門家は、

絶対これでないとだめだと。つまりあそこをバリアフリーにするのにどうしても５億以上

かかるかもわからない、橋上駅にしなければいけないものなのか、もしかしたら自動改札

機さえあれば何とかなるし、しかも今なんて砂川駅なんか７時過ぎたら無人駅なのです。

そういういろんなこと考えていったときに、立派な橋上駅が本当にいいものなのかどうな
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のか、もしかしたらこの辺に小さな風穴でもあるかもしれないという可能性をぜひこれか

らも探っていってほしいなと思うのですけれども、その辺のお覚悟はだれにお伺いしまし

ょう。市長ですか。

〇議長 東 英男君 市長。

〇市長 善岡雅文君 私もその話は総務部長時代に話したことがございますけれども、全

く不可能でございました。向こうの管理上の問題だそうです。管理上、管理できないと。

もう一言のもとに終わりと。それから、線路を変えるというのはもってのほかだというこ

とでございました。

〇議長 東 英男君 小黒弘議員。

〇小黒 弘議員 市長もそうやって聞かれてもってのほかまで言われたということになる

と、私のせっかくのアイデアもだめかなというふうに思うのですけれども、ただいろんな

方法というのはあるだろうというふうに思いますし、市長もやっぱり駅を何とかしたいと

いうお気持ちは十分お持ちなようですので、ぜひ頑張っていただいて、これからもトップ

セールスをお願いしたいと思っております。

以上です。

〇議長 東 英男君 水島美喜子議員の質問は休憩後に行います。

１０分間休憩いたします。

休憩 午前１１時０１分

再開 午前１１時１０分

〇議長 東 英男君 休憩中の会議を開きます。

水島美喜子議員の質問を許します。

水島美喜子議員。

〇水島美喜子議員 （登壇） 通告に従いまして、一般質問をさせていただきます。

大きな１番、小中学校教育の課題と取り組みについてを伺います。砂川市は、小学校５

校、中学校２校、児童生徒数が小学校８９５名、中学校４７９名、合計１，３７４名、こ

れは平成２４年１月３１日現在の数字でございます。一人一人の人格の完成という教育の

目的の達成を目指し、各学校もそれぞれに特徴のある教育目標や学校経営の方針など経営

計画を掲げ、学校教育を推進されています。しかし、近年特に経済構造も急速に変化し、

社会や家庭内の問題など子供を取り巻く教育環境が年々厳しくなり、取り組むべき課題も

多く、教育の果たす役割がますます重要になってきています。昨年教育委員会委員の方々

が小中学校の実情を把握のため、市内の小中学校の学校訪問を実施されました。授業参観

や各学校との意見交換を通し、小中学校の課題をどのようにとらえて、今後どのように取

り組もうとしているのかを伺います。

〇議長 東 英男君 教育次長。

〇教育次長 森下敏彦君 （登壇） 私のほうから小中学校教育の課題と取り組みについ
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てご答弁を申し上げます。

ご質問にあります教育委員の学校訪問につきましては、学校経営の状況や課題など、各

学校の実態を把握することを目的に毎年２学期中に市内小中学校全校を訪問しており、本

年度におきましては１０月２７日から１１月９日にかけて実施したところでございます。

訪問に当たりましては、事前に各学校から資料の提出を受け、各教室の授業を参観した後

に校長、教頭と意見交換を行い、学校経営の内容や考え方、教育課程の編成方針、教職員

の研修活動の実績や取り組み状況、さらには今後の研修のあり方、各学校で取り組んでい

る教育活動の状況、特別支援教育の現状や課題、児童生徒の学力の状況とその分析、学力

向上に向けた取り組み、いじめや不登校の実態や改善状況、解消に向けた学校の取り組み

など、教育委員と学校との間において率直な意見交換を行っているところでございます。

学校訪問につきましては、各校２時間ほどの予定で実施しておりますが、教育委員と各学

校とが直接意見交換ができる貴重な機会であり、学校訪問や各種学校行事への参加を通じ、

市内小中学校の現状や課題の把握に努めているところでございます。

課題といたしましては、子供たちの確かな学力の向上に関すること、豊かな心の育成に

関すること、そして健康・安全に関することであると考えており、この３点につきまして

は、学習指導要領の基本理念として掲げております生きる力を構成する重要な要素であり、

また昨年改定された砂川市教育目標にも盛り込まれており、重点的に取り組みを進めてい

るところであります。学力の向上に関しましては、全国学力・学習状況等調査の結果等を

踏まえ、検証・改善サイクルの確立や教員の授業力の向上と授業改善、また家庭での学習

習慣の定着を図ることなどが特に重要と考えてございます。また、豊かな心の育成に関し

ましては、学校における道徳教育の充実を基盤としながら、いじめや不登校など生徒指導

上の諸問題の未然防止や早期発見、早期対応の取り組みを家庭や地域、関係機関とより一

層連携して進めることが必要であると考えております。また、健康・安全に関することに

つきましては、早寝早起き朝御飯を初め、子供たちの基本的生活習慣や運動習慣の改善を

図るために、家庭との連携や食育の充実などに努めてまいりたいと考えているところでご

ざいます。これらの教育的課題への取り組みにつきましては、教育委員はもとより、教育

委員会と各小中学校との認識を共有し、課題解決に向けた取り組みを進めているところで

あり、今後におきましても学校との連携を図り、砂川市の教育の充実に向けた取り組みを

推進してまいりたいと考えておりますので、ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長 東 英男君 水島美喜子議員。

〇水島美喜子議員 取り組むべき課題は、本当に多岐にわたっているのかなと思いますけ

れども、主な課題と取り組みにつきましてはわかりました。

ご答弁にもありましたように、まず学力の向上についてなのですけれども、ある臨床教

育研究所が全国９都道府県にて行ったアンケート調査の結果なのですけれども、親が我が

子の成長に対して願うこと、これのトップになったのが、人の心の痛みやつらさがわかる
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人になってほしいというのが群を抜いてトップでございました。５７．１％という数字が

出ております。また、これに対しまして学力をしっかり身につけてほしいというのは、１

０項目あるうちの下から２番目という結果が出ております。また、２１世紀の現代を生き

ていく上で最も必要なことは何だと思いますかという親の質問に、こちらのほうも人の心

の痛みやつらさがわかる人になってほしいというのが本当にこちらもトップでございまし

た。そして、学力をしっかり身につけてほしいというのは残念ながら最下位となっていた

のですけれども、やはり心の成長を重要視しているという結果が出ているのかなと思いま

した。また、学力をしっかり身につけてほしいと考えている場合でも、単に受験のための

学力だとか数字的な学力だけということだけではなくて、生きる力、今教育の中で非常に

キーワードとなっている、この生きる力としての学力としてとらえているということなの

ではないかなと思います。学力低下という世論の形成がなされることによって、学校現場

に要求される学力向上の対策、例えば授業時間数の確保のために行事を少し少なくするで

あるとか、あと宿題をふやすとか、そういうような対策が子供たちに直接強く影響してほ

しくないなと思っております。先ほど学力向上に対する取り組みをご答弁いただきました

けれども、保護者のこういう思いと学力向上についてはどのようにお考えでしょうか。

〇議長 東 英男君 教育次長。

〇教育次長 森下敏彦君 そういった調査の内容という部分も十分私どもも受けとめてお

ります。砂川市の教育目標の中では、学力だけではなくて知、徳、体、そして郷土という

部分をしっかりバランスよくはぐくんで、将来に向けてどのような困難があってもしっか

りとそういった部分を乗り越えていける力、いわゆる生きる力をはぐくむ教育、こういっ

た部分を重点に教育を進めてまいりたいということで考えておりまして、父兄の願いとい

う部分のところではそういった、昨日教育長のほうから教育執行方針の中でも述べており

ますけれども、やはり授業の中での道徳教育、あるいは学校全体のさまざまな機会をとら

えて、子供たちの心をはぐくむ教育というものをしっかりと取り組んでまいりたいと、そ

のように考えているところでございますので、ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長 東 英男君 水島美喜子議員。

〇水島美喜子議員 わかりました。

あと、先ほどのご答弁の中にもありましたいじめと不登校についてでございますが、砂

川市も教育相談体制の充実であるとか、また各関係機関などとの連携を図り、未然防止、

早期発見対応に努めているようでございますけれども、こちらも調査なのですが、中高生

の好きな先生の条件ということで、ＮＨＫの調査、約８００名にした結果なのですけれど

も、気軽に話せる先生というのがトップだそうです。すべての生徒に対する公平さ、また

生徒の話を真剣に聞く姿勢を持っていること、また怒るときは怒るという厳しさを持った

先生というのが結果として出ております。これは、先生の人間性から来るものでもあるの

かなと思いますけれども、生徒は先生との信頼関係を求めているのだなと思いました。
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平成１７年に滝川で起きた小学校６年生の女子児童が７通もの遺書を書き、みずからの

命を絶つまで苦しみ抜いたいじめ事件なのですけれども、その心の中はいじめた子に対す

る激しい憎しみと、何もやってくれない学校に対する許しがたい思いだったと言われてお

ります。いじめとか不登校というのは、背景には一言では言い切れない複雑な原因がある

かと思いますけれども、現場の先生がもう少し生徒の話を聞いてあげていたらとか、また

コミュニケーションがとれていたら様子の変化にも気づくことができたなど、そういう例

が数多くあるのかなと思います。先生も子供の学習のほかに学校生活全般であったり、ま

たいろいろな行事、そしてほかに学校内の特殊な業務分担がとても多く、非常に多忙であ

ると聞いております。思いはあってもそこまで目も手も届かない、全国的にそういう傾向

にあるこの状況をどうとらえているかお伺いしたいと思います。

〇議長 東 英男君 教育次長。

〇教育次長 森下敏彦君 私どもといたしましても、いじめの問題という部分のところに

つきましては重く受けとめてございます。昨年５月に実施をしたいじめの実態調査、やは

りこれらを見ても、１，３８１人を対象といたしまして実施をさせていただきましたけれ

ども、全体でその時点で今までいじめられたことがありますかといった問いには１１１人

の方が、約８％の子供たちがそういったいじめられたことがあるというような回答が寄せ

られております。また、設問の中であなたはいじめられたときにだれに相談をしますかと

いった問いに対しましては、まず１番がお父さん、お母さん、両親です。両親にご相談を

すると。それから、２番目に来ているのが学校の先生といった回答が寄せられております。

私どもといたしましては、議員さんもおっしゃっておりましたけれども、日常的に学校の

中ではその子供の様子という部分を一番把握できるのがやっぱり学校の先生、担任になろ

うかと思います。そんな部分で先生と生徒といった部分での信頼関係、こういった部分を

しっかりはぐくむような取り組みをしていただいて、この数字がどんどん上がっていただ

くような形でということで考えてございますし、またいじめの対応の部分につきましても

実態としてはお父さんやお母さんに相談をする、あるいは友達にも相談をするというよう

な事例もありますので、やはりそういった実態を早期に発見をして、その問題を早期に対

応して、大きないじめにつながらないような形で取り組みを進めていく必要があるという

ことで考えておりまして、いじめの問題については早期発見、早期対応、これらを進める

ために、学校だけではなくて、やはり家庭も含めて取り組みをより一層強化をしていかな

ければならないと、そのように考えているところでございますので、ご理解を賜りたいと

存じます。

〇議長 東 英男君 水島美喜子議員。

〇水島美喜子議員 わかりました。学力向上とかいじめ、不登校など非常に難しい課題で

はありますけれども、表面には出てこない、とらえがたい心の点からも配慮をしたご指導

のほうをどうぞよろしくお願いしたいと思います。
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先ほどからお話ししておりますさまざまな問題の状況、これらを改善するためにも保護

者はもちろんのこと、先ほど１回目のご答弁に地域との連携ということでありましたけれ

ども、地域全体で学校教育を支援していくということがこれからの大きな課題でもあるの

かなと思っております。砂川でも学校支援地域本部事業が設置され、また地域教育協議会

を主体として地域コーディネーターも配置をされております。地域の支援体制は、現在ど

のような取り組みがなされているのか、具体的にお願いいたします。また、今後どのよう

な取り組みを希望しているのかも伺いたいと思います。

〇議長 東 英男君 教育次長。

〇教育次長 森下敏彦君 学校教育にかかわる地域との連携、協力体制という部分は、こ

れはもう本当に必要なことだと考えてございます。教育委員会では、平成２２年にやはり

一人でも多くの皆さんに教育に関心を持っていただこうということで、１１月１日を教育

の日ということで制定をさせていただきまして、前後２週間にわたりまして強調週間を設

けて、その中で学校教育の分野では地域の皆さんにもやはり学校教育に興味、関心を持っ

ていただくために、地域参観日という、そういう取り組みも進めてございます。そういっ

た中で一人でも多くの皆さんが、保護者だけではなくて地域の皆さんが教育に対して関心

を持って、できるところから協力をいただければと、そのように考えているところでござ

います。

また、議員さんのご質問にございましたけれども、砂川市では学校支援地域本部事業と

いう形で行っております。議員さんのご質問にありました学校と、それと地域を結ぶコー

ディネーター役という部分につきましては、教育委員会の社教主事、それから指導主事も

含めた、そういったコーディネーターを配置して、推進にかかわる実行委員の皆さんにつ

きましては社会教育委員さんも含めて本部をつくっておりまして、その中には事務局とし

て教育委員会の事務局職員も入るというような形で推進体制を整えているところでござい

ます。この学校支援地域本部事業につきましては、それぞれ学校の教職員の皆さんを含め

て、やはり日常的な業務を少しでも軽減をしながら、子供と向き合う時間を確保していこ

うということで、できることにつきましては地域の皆さんの協力をというような取り組み

で進めてございます。今現在取り組みといたしましては、子供の見守りを初めさまざまな

取り組みを行っているところでございます。授業における取り組みというような部分につ

きましては、これ平成２０年から学校支援地域本部事業につきましては取り組んでいると

ころでございますけれども、それ以前からも取り組んでいる部分もございますけれども、

これらを一つにまとめて整理をさせていただいたのですが、例えば授業の中でということ

であれば、スキー連盟の皆さんの協力をいただきながらスキー授業の指導に当たっていた

だくですとか、あるいは小学校における農業体験といった部分のところでは、それぞれの

地域から農業体験の提供場所あるいは指導をいただいているというような部分もございま

すし、また学校での写生会等々の取り組みにつきましても、地元の地域の企業の皆さんに
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協力をしていただいて場所等も提供をしていただいていると。そんな取り組みが行われて

おりますし、また子供たちの安心、安全な地域づくりと。こういった部分のところでは、

これは平成１２年から取り組んできているあいさつ運動がありますけれども、これも年々

地域的な理解が広がって、やはり今現在、今年度ですか、約５，０００人ぐらいの皆さん

の協力をいただいているような状況にもございます。また、昨年ですけれども、家庭教育

の部分でやはり力を入れて取り組んでいきたいということで、家庭教育サポート企業とい

うことで市内の企業の皆さんにも協力をいただきながら、多くの学校教育にかかわる支援

の輪を広げていこうというような取り組みを行っているところでございまして、今後にお

きましてもそれぞれ取り組みをいただいている皆さんからのご意見なども参考にしながら、

こういった活動の輪を地域的に広げてまいりたいということで考えておりますので、ご理

解を賜りたいと存じます。

〇議長 東 英男君 水島美喜子議員。

〇水島美喜子議員 多くの方のご協力をいただきながら、学校支援体制ができているのだ

なと理解いたしました。

先日ですけれども、砂川小学校の吹奏楽の演奏会に出演される子供さんのお母さんから

ご連絡をいただいて、見に行ってまいりました。久々に入った体育館での本当に迫力のあ

る演奏と子供たちの頑張りに、またご指導する先生のご苦労に感動してまいりました。ほ

かに議員さんもおりましたけれども、教育委員会の高橋委員長さんもいらして子供たちの

見事な演奏に大きな拍手を送っていらしたのですけれども、また２月の１０日に砂川市内

の障害児学級の小中合同学芸発表会というのがありまして、そのときに中のプログラムに

みんなで踊ろうということで、「手のひらを太陽に」という歌をみんなで歌いながら踊る

という、そういう、あったのですけれども、そのときに井上教育長さんが一生懸命歌いな

がら皆さんの中に入って踊られていて、保護者の方とか、もちろん生徒さんとか、あと見

に来ていらした方とか、そういう方たちも本当に一つになって一生懸命楽しさを創出して

いたというようなことがありまして、和やかに、そして笑顔がいっぱいの発表会でござい

ました。こういうことを通しまして、ＰＴＡまたは教育委員会の方とか、また地域の方、

こういった交流をみんなで応援しているという姿勢をみんなに見ていただきたいなと思っ

ております。こういう行事を年に１度か２度地域の人に見せていただけるという機会は、

学校のほうで持っていただけるのでしょうか。

〇議長 東 英男君 教育次長。

〇教育次長 森下敏彦君 これは決して関係者だけというようなことではございません。

砂川中学校でもやはり吹奏学部のほうでのコンサートなども開いておりまして、それぞれ

地域の皆さんもそういった部分で参加をしていただいても構わないということでございま

す。また、器楽演奏あるいは吹奏楽といった部分のところでは、教育委員会で毎年１回で

すけれども、小中高校の合同音楽会というものも催しております。こういった部分も地域
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の皆さんにそれぞれ情報として提供していきながら、一人でも多くの皆さんに見てもらえ

るような機会を創出してまいりたいと、そのように考えておりますので、ご理解を賜りた

いと存じます。

〇議長 東 英男君 水島美喜子議員。

〇水島美喜子議員 わかりました。楽しみにしておりますので、よろしくお願いしたいと

思います。

砂川市の第６期総合計画基本目標より、基本理念で「いきいきと学び豊かな心をはぐく

むまち」という中に「子どもたちを、学校、家庭、地域の連携により、明るく、仲良く、

たくましく学びながら成長するよう、育んでいくとともに、誰もが生涯にわたって自主的

・主体的に学びながら、創造性を高めていけるよう、学習環境や機会の充実を図ります」

とあります、途中なのですけれども。教育委員会の委員さんたちが実情把握のため学校訪

問を通し、課題と取り組みについて、またいろいろな考え方を今お聞きいたしました。今

後もどんどんと教育現場に入っていただいて、課題とか改善すべき点などに取り組んでい

ただきたいと思います。また、特別支援教育のほうも学習や生活上の支援体制の充実に努

めていただきますようにお願いをいたします。子供たちがどんな教育を受けてきたかとい

うことは、近い将来社会全体にはね返ってくることでございます。間もなく入学式、そし

て新学期が始まります。子供たちが信頼できる先生や地域の人に守られながら、幸せな学

校生活を送ることができますように、学校教育環境の整備、充実等に取り組んでいただく

ことをお願いいたしまして、私の一般質問を終わらせていただきます。

〇議長 東 英男君 辻勲議員。

〇辻 勲議員 （登壇） 大きく２点について質問させていただきます。

１つ目、公営住宅の住環境について。住宅に困窮する低所得層の方々に、低額家賃で住

宅を安定的に確保することを目的として建設された公共の共同住宅について伺います。

（１）、入居の募集について、①、入居の募集方法について何か改善を考えているのか。

②、現在の各公営住宅の申し込み状況について。

③、入居申し込み時に何かアドバイスはしていますか。

（２）、入居されている市民の状況について、①、住みかえの状況とその理由について。

②、高齢者に向けての対策などはありますか。

大きな２点目、観光用自転車事業について。昨年オアシスパークに観光サイクリング用

の貸し自転車事業が始まりました。今後市外の方が砂川に宿泊されたときなどに、貸し自

転車を利用して砂川で買い物をしたり観光を楽しんだりしてもらうことができれば得るも

のがたくさんあると考えますが、その考え方について伺います。

以上です。

〇議長 東 英男君 建設部審議監。

〇建設部審議監 山梨政己君 （登壇） 私から大きな１、公営住宅の住環境についてご
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答弁申し上げます。

初めに、（１）、入居の募集について、①、入居の募集方法について何か改善は考えて

いるのかについてご答弁申し上げます。公営住宅の入居者の募集方法については、公営住

宅法第２２条の規定により公募によらなければならないと定められておりますが、市営住

宅と道営住宅では入居者の募集方法が異なっております。市営住宅は、公募を随時行い、

団地ごとに申し込みを受け付けており、空き住戸がない場合は待機していただく登録方式

をとっております。空き住戸につきましては、窓口での案内のほか、毎月ホームページで

空き家情報として更新し、周知しております。また、建てかえ事業で、既存入居者で入居

希望がない住宅は、広報すながわ、市ホームページで一定期間を設け公募し、抽せんで入

居者を決定しております。一方、道営住宅の入居募集については、北海道営住宅条例施行

規則第５条に規定されており、空き家が発生した時点で広報すながわ、市ホームページで

公募し、抽せんで入居者を決定しております。市営住宅については随時募集を行っており、

空き家が生じた時点ですぐ修繕を行い、待機者に入居手続をとっていただき、入居してい

ただいておりますが、空き家が生じてからおおむね１カ月程度で入居できることになりま

す。しかし、道営住宅では空き家が生じてから広報等で募集し、公募期間をとって抽せん

を行うと入居までおおむね３カ月程度かかります。市営住宅の募集方式は、空き家の発生

から入居までのタイムロスがなく、より申込者のニーズにあった方式であると考え、今後

も従来同様に行ってまいりたいと考えております。

次に、②、現在の各公営住宅の申し込み状況についてご答弁申し上げます。現在入居募

集している団地の中で、３階建て以上の東町団地、宮川中央団地、北光団地で空き家が生

じている状況で、近年では恒常的に３０戸前後の空き家があり、特に東町団地４階、５階

に長期間空き家になっている住戸があります。それ以外の団地については、登録していた

だき、空き家が生じるごとに随時入居をしていただいております。一方で、新しく建設さ

れエレベーターなどの設備がある三砂ふれあい団地１号棟は、申込者が２月末現在で４８

世帯と集中しており、入居までの期間が数年になる場合があります。かつてのように、ど

の団地にも必ず待機者がいたときのような住宅困窮状況とは違い、より新しく、より利便

性の高い団地を希望される傾向にあります。

次に、③、入居申し込み時に何かアドバイスはしていますかについてご答弁申し上げま

す。入居申し込みがあった場合、家族構成や困窮状況等を確認しながら、住宅の外観写真

を添付した団地位置図や家賃一覧を確認していただき、住戸の設備、団地周辺の環境、商

業施設の状況、交通の便について、小中学校の通学区域、入居までの期間を説明し、実際

に空き住戸がある場合は住戸を確認していただくこともあります。さらに、原則として公

営住宅から公営住宅への住みかえができない旨を説明し、申し込み団地を決めていただく

よう対応しており、また公営住宅での生活は、共益費の負担や自治会活動等がある共同生

活であることを説明しております。
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次に、（２）、入居されている市民の状況について、①、住みかえの状況とその理由に

ついてご答弁申し上げます。公営住宅は、住宅困窮者のための住宅であるので、現に公営

住宅に入居の方については、住宅が確保されていることから住宅困窮者に当たらないため、

住みかえを認めておりませんが、例外として建てかえ事業による移転のほか、公営住宅法

施行令第５条第３項の規定により同居者の人数に増減があった場合や、既存入居者または

同居者が加齢、病気等によって日常生活に支障を来す場合、または同条４項により入居者

が相互に入れかわることが双方の利益となる場合に住みかえることが認められているもの

であります。

なお、最近の住みかえ事例としましては、３階の入居者が加齢で階段の昇降が困難にな

ったため１階住戸への住みかえや、家族がふえたため広い住戸に住みかえた事例、３階に

住んでいる高齢の両親と１階に住む子の世帯が入れかわった事例などがあります。その他

窓口で相談を受ける住みかえの要望事例としては、入居者間のトラブルにより他の公営住

宅へ住みかえたいとの要望がありますが、これにつきましては、当事者間でまずトラブル

を解決していただくことを基本に、それでも解決に至らない場合には入居者双方の事情を

確認し、必要に応じ関係部局との連携や警察署への相談を行った事例がありますが、入居

者間のトラブルについてはさまざまな要因と事例があり、今のところ住みかえを認めた事

例はございません。

次に、②、高齢者に向けての対策などはありますかについてご答弁申し上げます。近年

建設している公営住宅は、だれもが安全、安心に暮らせるユニバーサルデザインとなって

いるため、高齢者についても快適に暮らしていただけるものと考えております。その他の

住宅についても、高齢化対応として共同玄関や１階住戸内の手すりの設置、段差解消等の

改善事業を行っており、事業が完了した団地について高齢者や障害者などの１階への住み

かえ希望をとるなど、周知を図っているところであります。また、安否確認などのサービ

スつき住宅としてシルバーハウジングや高齢者特定目的住宅を、６５歳以上の方を対象に

高齢者専用住宅としているところであります。

〇議長 東 英男君 経済部長。

〇経済部長 栗井久司君 （登壇） 大きな２、観光用自転車事業についてご答弁申し上

げます。

観光用貸し自転車事業は、通常ならば自動車で移動して観光スポットをめぐるところ、

それを自転車に置きかえることで二酸化炭素の排出量削減など、環境に優しい交通システ

ムとして、一部の観光地や都心部において安価または無料で自転車を提供する動きが見ら

れます。市外の方が砂川に宿泊される場合は、観光にかかわらずビジネス等で来られる方

でありますので、宿泊者の利便性向上のため、例えばスイートロードの菓子店めぐりに中

心商店街へ自転車を走らせて砂川のまちを知って楽しんでいただくことも想定されます。

観光用貸し自転車は、当市においてもその活用が可能であると思われますが、課題として
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は宿泊先のホテルや旅館に貸し自転車を保管、設置する必要がありますので、市内の宿泊

施設と管理運営上の協議が必要でございます。また、盗難・転売の防止など貸し自転車の

維持・管理運営の工夫が必要となります。新しい観光普及促進に当たり、当面はオアシス

パークで実施している観光用貸し自転車の利用者と市内の宿泊施設利用者にアンケート調

査を実施して、観光協会などの関係団体にも相談しながら検討してまいりたいと存じます。

〇議長 東 英男君 辻勲議員の質問は休憩後に行います。

午後１時まで休憩します。

休憩 午前１１時５０分

再開 午後 ０時５９分

〇議長 東 英男君 休憩中の会議を開きます。

休憩前に引き続いて一般質問を続けます。

辻勲議員の質問を許します。

辻勲議員。

〇辻 勲議員 それでは、２回目の質問をさせていただきます。

審議監のほうからるる答弁いただきましたけれども、入居の募集については結論的に特

に改善はない、今までどおりという部分なのですけれども、その中でちょっと私も、募集

方法につきましては公募で登録、順番で待機して待っていただくということなのですけれ

ども、この辺のところで隣の美唄なんかはこういう方法ではなくて抽せんだと思うのです

けれども、その辺のところで違いというか、うちのほうのメリット、デメリットというの

ですか、ありますよということがもし何かあれば教えていただきたいなというふうに思う

のがまず１点です。

それからあと、申し込み状況についてはわかりました。人口減もあるでしょうけれども、

３０戸あいているということと住宅によって誤差があるということで、特にふれあい団地

はもう本当にかなり待っているという状況がまずわかりました。入居時に対してのアドバ

イスということで、それもるるいただきましたけれども、いろんな相談があるということ

で、住みかえの話もしていると。公住から公住へはできないという、そういう相談もある

し、それはしているということなのですけれども、それでも私ども本当に市民相談の中で

も一番この辺のところが住宅についても悩んでいるというか、相談も多いのですけれども、

こうやって通告している間にも先ほどのトラブルで住みかえしたいという話も現実にいた

だいているところでもあるのですけれども、なかなか先ほど言ったように難しい問題もあ

るのですけれども、そういった条件では厳しいという部分なのですけれども、その辺のと

ころを説明もしているということなのですけれども、現実にそういう相談も行っていると

いうことで、それは聞いていたけれども、忘れたということもあるでしょうし、いろんな

ことがあると思うのですけれども、その辺について何か改善というか、本当に職員の方も

大変だと思うのです。そういった部分で何かちょっとそういう相談には、トラブルだけで
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はないですよ。ほかにもいろんな相談あると思うのですけれども、そういったことにこう

いう対処していますよということがあればお話しいただきたいと思います。

それから、入居者にとって本当に学校の関係、そして条件に応じて募集していますよと

いうことでわかりました。あと、高齢者住宅についても高齢者に向けての対策という部分

もわかりました。

先ほどもちょっと初めに言いましたけれども、道営の抽せんでということですけれども、

本当に何年も募集していても抽せんですから当たらないのだわという話もありますし、す

ぐぱっと横から来て入れると。これは仕方ないことではあると思うのですけれども、そん

な中で例えばそういう不公平感をもう少し是正するというのですか、そういった部分の何

か対策があればお聞きしたいと思います。

あと、年に１回ぐらいは申し入れを聞いている、要望ですか、住宅の方の。聞いている

のではないかと思うのですけれども、この時期、年度の初めというのですか、でないかと

思うのですけれども、その辺のところでこういうさっきの住みかえだとか入居のことにつ

いても対処していますよという部分があれば、それも含めてお話しいただければと思いま

す。

まず、２回目の質問終わります。

〇議長 東 英男君 建設部審議監。

〇建設部審議監 山梨政己君 何点かあったので、順次ご説明させていただきたいと思い

ます。

公募の方法、砂川市と北海道とそれぞれ同じ公募は公募なのですけれども、方式が違っ

ていまして、そのデメリットというお話なのですけれども、どんな公募の方式とりまして

も、すべての入居者が満足できるような形というのはなかなかないと考えていまして、砂

川であれば登録方式ですので、団地によっては待ち時間が長いとか、道営住宅であればあ

いてから公募して、入居まで時間がかかるとか、あと美唄の例を出されたのですが、美唄

の方法はちょっとに確認はしていないのですけれども、隣のまち滝川では年に１度団地単

位で申し込みをしていただいて、抽せんで登録順番を決めて、そしてその年に順番が来れ

ば入れると。だけれども、翌年になるとすべてリセットされまして、また改めて申し込み

されて抽せんして順番決めていく。そのときには、前年の登録というのも全然加味されな

いで、再度所定の書類を出して登録していくと。砂川の場合は、一度登録していただけれ

ば、そのときに必要な書類を出していただいて、団地によっては先ほど説明いたしました

けれども、三砂団地ではかなりの件数待っておられるので、そういうこともデメリットと

いえばそうなのかもしれませんけれども。また書類に関しても滝川方式でいきますと、毎

年必要な書類をそろえなければならないというのも砂川市では一回で済むということにな

りますので、砂川のデメリットと思われる長く待つことに関しては、道営住宅というのが

あき次第公募しますので、市営住宅に申し込みされた方についても、砂川のほうの登録は
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そのままにしまして、道営住宅、ちょうど道営住宅三砂団地がありますので、そちらの条

件とかもろもろ同じようなところですので、そちらのほうの公募にも参加できるというこ

とで、若干長く待たれる方については、そちらのほうで抽せんに臨んでいただければその

辺は解消されるかなということで、先ほど１回目でもご答弁させていただきましたけれど

も、まず砂川の登録方式を引き続き続けていきたいというふうに考えております。

次、トラブルの改善なのですが、これはほとんど入居者間のトラブルになるのですけれ

ども、これまでも何回かありまして、その都度職員が行きまして対応しておりまして、特

に公営住宅２階、３階に住んでいる方との上下間の音の問題が一番多くて、これまでに一

件解決したものとか、中には警察のほうへもお願いしまして、そちらで対応していただい

て、今の段階では小康状態になっていると。あと、随時こちらもいろんなトラブルといい

ますか、相談がありますので、それは随時職員がその都度改善に向けて対応しているとい

うことでございます。

それと道営住宅の抽せんのお話でしたけれども、よく歳末の抽せん会にあるがらがら福

引抽選器ですか、玉を入れて回して、そういう抽選器を使って抽せんするのですけれども、

その当選確率を上げるというのを道営住宅でやっておりまして、特に一般の方は大体とい

いますか、１個なのですけれども、その当選確率を上げるというのは高齢者だとか障害者

だとか、そういう方に関しては一般の方よりも１個ずつ多く玉といいますか、その方の持

ち玉といいますか、その方が回して出たときに当たる玉を１個ずつふやしていくと。それ

とか、あとお話にもありましたけれども、毎回道営住宅申し込んでいるのだけれどもなか

なか落選して当たらない、そういう方についても１年単位で、落選をすると、例えば昨年

落選したけれどもことしまた申し込みされたという方は、またそういう当選確率を上げる

ために玉を１個ふやすとか、２年の方ですと、２年連続落選の方は２個ふやすとか、そう

いうことで応募された方々にそれぞれ当選確率を上げるような形で玉を与えて、それをま

とめて抽選器の中に入れてぐるぐる回して出た玉が言ってみれば当たりで、住宅に当たる

と。そんな形で当選確率を上げているということでございます。

以上でよかったでしょうか。

〔何事か呼ぶ者あり〕

年に１回の要望というご質問なのですが、ちょっと具体的にどのような。どういうこと

でしょうか。申しわけございませんが、再度お願いします。

〇議長 東 英男君 辻勲議員。

〇辻 勲議員 要望というのは、私前聞いたのは例えば修繕だとか、要するに町内単位

なのか、個人単位なのかちょっとあれなのですけれども、そういう要望を受けるというの

ですか、市のほうで。そういうあれはとっているのかなということを今お聞きしたのです。

それ１点。なければないでいいのです。

それと、住みかえについてわかりましたけれども、本当に入居する方にしては今一回入
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ってしまうともう何があるかはわからないわけです。いいと思って入るのですけれども、

これは仕方ないと思うのですけれども、いいと思って入ったのだけれども、こうだと。そ

れは、家賃の問題、いろんな問題あるのですけれども、さりとてそういう例えば今トラブ

ルの話ばかり持っているのですけれども、人間は感情の動物ですから、私も含めまして。

嫌になると人間関係というのは一番つらい部分がありまして、民間のほうに行くかという

ことやら、いろんな問題あるのですけれども、引っ越し料かかってもやっぱり移りたいと

いう部分の話が多いのです。そういう部分で何とか改善できないものかという質問なので

すけれども、その中で例えばそういう相談があって、何カ月後にはこういう状況になりま

したよというようなことを通知してあげるとか、何かそんなようなことは考えられないも

のなのか、改めてお聞きしたいと思います。

〇議長 東 英男君 建設部審議監。

〇建設部審議監 山梨政己君 失礼しました。最初の定期的に入居者の希望をという、そ

ういうとっていることはないかということなのですけれども、以前に議員さん質問された

とおり、団地全戸に修繕のあるところの希望をとって定期修繕ということで調査いたしま

して、まとめて修繕した経過はあるのですけれども、それにつきましても申し込んでから

修繕するまで結構時間がかかるものですから、今は随時受けて修繕対応していますので、

定期的に要望を聞くというような形にはなってはおりません。

それと、住みかえのほうなのですけれども、やはり住みかえ、公営住宅のそもそもの目

的であります住宅に困窮しているというところからこの住宅を供給していますので、住ん

でいること自体困窮されている方についてはまずはそこはクリアされているということで、

先ほども説明いたしましたけれども、例えば家族構成だとか、身体的な要望だとか、そう

いうもので対応しているということでご理解願いたいと思います。

〇議長 東 英男君 辻勲議員。

〇辻 勲議員 もう一点なのですけれども、少しでも改善という部分で、例えばその何

カ月か後にこういう状況ですよと、相談あった人ですよ、に通知してあげるとか何かそん

なようなことは考えられないのですかというような質問です。

〇議長 東 英男君 建設部審議監。

〇建設部審議監 山梨政己君 これまでいろいろと住みかえということで希望出されてい

る方に関しましては、それこそ加齢、病気で上から下のほうにおりてこられる方、特に住

みかえということになりますと確かに負担が大きいものですから、どうしても希望されて

いるといいますか、近いところに希望されることが多いので、そういう方に関しましては

該当するところがなければ、またその該当する希望されるようなところに近いところがあ

いた時点では、それはその都度以前に住みかえ希望があって中断している方に関しては再

度お知らせをするということもしていますし、北光団地のほうを今高齢改善というのをや

っておりまして、まだ途中なのですけれども、高齢改善をしないというか、もう既にバリ
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アフリー化になっている部分のＡ・Ｆ棟、１階が結構スロープで上がりやすいところの住

宅なのですけれども、そこが高齢改善北光団地全部終わる前だったのですけれども、そう

いうところが入居待ちの方がおらなかったときに、以前に全体に住みかえの希望をとって、

高齢者の方に住みかえを促進するような方法もとっておるということで、希望があるもの

に関してはその都度対応いたしておりますし、またはそういう条件がそろえば皆さんに周

知して住みかえを促進している状態であります。

以上です。

〇議長 東 英男君 辻勲議員。

〇辻 勲議員 それでは、今度は貸し自転車のほうにいきます。経済部長のほうから貸

し自転車事業の基本的なというのか、スタンスというのですか、目的というのですか、そ

ういう話もいただきまして、本当にＣＯ 削減等も含めてなるということで、スイートロ２

ードの話も出てきて、いい話が出てきたなというふうに思っております。そういう部分で

は細かいことを言えば、私もよく出張したときにホテル泊まったときは必ず貸し自転車あ

りますかと聞くのですけれども、個人的に。そのときに５００円だ、６００円であります

よということで、時間があれば１時間、１時間半とまちを回るのです。なければ歩いてと

いう部分なのですけれども、そういうときにここの観光は何だろうとか、観光土産を買っ

てくるときもありますし、そういう部分でそういった例からも、やっぱりぜひいいことで

はないかなということで発言させていただいておりますけれども、ＪＲの駅待ちでちょっ

と時間が２時間あいてしまったというときなんかも利用できるのでないかということで、

そういう部分ではいろんなことが考えられます。そういった部分では、ちょっとしたこと

でも経済効果につながるのではないかという感じもしております。

あと、そういった部分で次にお聞きしたいのは、アンケートでまず調査をしてみたいと

いうことで、オアシスパークのことも含めてという話もあったのですけれども、具体的に

どういう考えがあるのかお聞きしたいので、そのアンケートのとり方というのですか、ラ

ンダムにとるのか、例えばそういった関係者の方にとるのかということも含めまして。あ

と砂川にもたしか自転車協会というのあるのでないかと私聞いておりますけれども、そう

いったところとのタイアップというのですか、そういうところにもちょっと聞いてみると

かという部分はないのか。

それから、ちょっと観点あれですけれども、駅の横に、警察署の横に屋根つきの自転車

置き場があるのですけれども、ここは一応別に無人ですけれども、こういったところも利

用するということも行く行く考えられないこともないと思うのですけれども、その部分で

何かあればお聞きしたいなというふうに思っております。

それからあと、安全対策もありますし、保険の関係とかもあると思うのですけれども、

そういったことをクリアもしていかなければならないと思うのですけれども、そういった

部分のことも含めてご答弁いただきたいと思いますし、あとその調査です。まず、これで
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一回お聞きします。

〇議長 東 英男君 経済部長。

〇経済部長 栗井久司君 何点かご質問いただいたので、順番にお答えしたいと思います。

まず、昨年オアシスパークで観光用自転車を配置したわけでございますけれども、市民

の皆様からご寄附いただいた台数が４１台で、そのうち使用可能な貸し自転車が点検整備

の上３７台になったわけでございます。昨年９月から１０月末まで４５日間オアシスパー

クを一周していただいて、当市の観光施設を堪能していただいたわけでございますけれど

も、利用者の方が４５日間で５１名いらっしゃいました。内訳としましては、大人が３７

名で子供が１４名の内訳でございました。利用者の内訳では、この５１人のうち市内の方

のご利用が３７％、市外の方が６３％のご利用で、３分の２ほどが市外の方のご利用だっ

たわけでございます。利用者に対しまして早速この５１名でございましたけれども、アン

ケート調査を実施したのですが、設問の中に利用範囲の拡大ということの設問を入れまし

た。いわゆるオアシスパークからまちのほうへ出たらどうでしょうかというそういう設問

をしたのですけれども、その設問の中で今回お話のあったような考え方を望んでいた方が

１７．１％の回答で、あとほとんどオアシスパークの中での利用を望んだという方が８０

％ということで、この８０％の方の回答を見ますと、オアシスパーク内での利用、それか

ら無理なくちょうどよい距離だとか、これがしばらく様子を見てから範囲の拡大を考えて

はというような、こういう回答が多数、８割を占めていたと。そんなことで市といたしま

しては、２カ月間で５１名のご利用のアンケート調査だったものですから、ことしは雪解

け、ゴールデンウイーク前の４月の２８日から、一応またオアシスパークの観光自転車の

事業の利用ということで始まるわけでございます。それで、ことしは再度アンケート調査

も実施しまして、この利用範囲の拡大だとか、現行の範囲内のオアシスパークでよいのか

どうか、このような観光用自転車利用のアンケートの感想だとか改善点など幅広い意見を

収集して、調査検討してまいりたいというような形で考えてございます。

それから、駅のところの無人の保管場所があるのだけれども、その利用に関する考え方

でございますけれども、いろいろ先進地の事例等を調べますとやはり乗り捨て可能なスー

ションといいますか、一応駅前だとか観光協会などが乗り捨てステーションということに

なっている事例が多かったわけでございます。いろいろ調べますと、乗り捨てにならない

ように最初は有料として貸し出しをして返却時に全額戻す、そういうような手法だとか、

１，０００円を有料で借りた後、１００円だけ取って返却時に９００円戻すだとか、管理

経費で成りますステーションの取り扱い、運営管理の中でいろいろなアイデアが必要では

ないかなということで、いずれにしましても保管場所だとか維持管理、こういうものが必

要になってございますので、当市の駅にあるものはＪＲさんの駅の利用の方のためのステ

ーションでございますから、この辺も十分そのような形で乗り捨て可能なステーションの

位置、そしてそれを維持管理するという、このようなことが必要ではないかなと。活用方
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法によっては、大変有効な観光振興の手段であるということで受けとめておりますけれど

も、受け皿となるそういう乗り捨て可能なステーション、自転車の活用をする推進団体、

こういうものとの協議が必要ではないかなということでとらえております。

それからあと、安全対策、保険の関係でございますけれども、やはり自転車に乗った方

の安全性の問題。というのは、自動車との接触事故だとか、自転車にふなれな方が転倒す

るだとか、そういうものがございます。いろいろ北海道自転車軽自動車商業協同組合さん

の資料を見ますと、道内では大体２５０万ぐらいの自転車があって、年間３０万ぐらいの

自転車が販売されているということなのですけれども、平成２０年の道内での自転車利用

者の交通事故発生状況をちょっと調べますと、死者が１８名で自転車による負傷者が３，

６００名ございました。それで、自転車というのは保険制度がなかなか充実されていない

ということから、昭和５４年に警察庁の指導によって自転車安全整備制度、いわゆるそう

いうものが創設されまして、自転車に乗っている人が加害者となった場合には、自転車安

全整備士による点検整備による保険、これＴＳマーク制度というのですけれども、こうい

う加入があるわけでございますが、この制度を見ますと高い保険でも相手側の賠償責任は

２，０００万円ですけれども、乗っている方の保険適用は傷害で１０万で、死亡、重度後

遺症が１００万円とか、余り高い保険の内容になっていないと。しかしながらこの自転車

のＴＳマーク制度に加入されていない自転車が多々あるというのが現状だということでご

ざいました。最近の自転車の事故の裁判例をちょっと調べましたら、現在係争中ですけれ

ども、自転車に乗った方が人をはねてしまったということでございまして、３，５００万

ほどの損害賠償があったので、なかなか払い切れない、保険にも入っていないということ

で、このような問題が大きく取り上げられているということで、このような形にもし観光

用の自転車をやる場合は、新たに任意の損害保険会社に加入することが必要ではないかな

ということでとらえております。貸し自転車によるこういう交通事故も想定いたしました

ら、管理責任も発生しますので、今後は先進地の事例等も参考にしながら、関係団体であ

ります観光協会などとも十分協議してやっていきたいと思っております。

自転車協会の関係につきましては、砂川市に１店、北本町のほうに自転車屋さんがござ

いまして、その方がこの中に入っておりまして、その方のところで定期点検、新車であれ

ば５００円、中古であれば１５００円を払えばＴＳマーク制度に入って何かあった場合の

保険の適用になるということで、この協会の会員が当市にも１軒ございます。

それから、前段でもご答弁申し上げましたとおり、ホテルや旅館に今後自転車を置いた

場合の維持管理関係につきましては、こちらの方々との協議を今後していかなければなら

ないということで、ことし先ほどもご答弁あったとおり、オアシスパークの観光自転車を

利用される方々のアンケートと、それからホテル、旅館等の施設の方々への、泊まった方

へのアンケート調査、これも同時にやって、ニーズがどのような形であるのかどうか、こ

の辺も十分検討してやってまいりたいということで考えてございます。
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〇議長 東 英男君 辻勲議員。

〇辻 勲委員 それで、最後２つぐらいの質問なのですけれども、限りない夢が、スイ

ートロードの話もありましたけれども、そんなのもマップをつくったりとか、いろんなこ

と考えられると思うのですけれども、サイクリングロードも砂川に面しているところ２つ

ありますよね。歌志内のほうと、それからゴルフ場のほうですか、そんなこともあります

ので、先ほど自転車協会のほうの話も出てきましたけれども、そんなところともタイアッ

プしていただきながら、いろんな意見を聞いて調査していただきたいと思うのですけれど

も、実験的にやってみるというようなことは考えられないのかどうかを最後にお聞きして、

終わります。

〇議長 東 英男君 経済部長。

〇経済部長 栗井久司君 実験的にことし実施してはどうかというご質問なのですけれど

も、２回目のご答弁でも申し上げたとおり、とりあえず当面はオアシスパークのご利用さ

れる方々のアンケート調査、去年の段階では圧倒的に８割の方が今のままで、現状のまま

のオアシスパーク内でいいというようなご意見もございましたけれども、件数が少なかっ

たので、ことし再度のアンケート調査を実施する。そしてなおかつ、砂川市に旅館やホテ

ルにビジネス等でお泊まりの方がその利便性を図るために必要かどうか、この辺のアンケ

ートもあわせて行うということで、その結果を見て今後の展開を考えてまいりたいという

ことでございますので、ご理解いただきたいと思います。

〇議長 東 英男君 沢田広志議員。

〇沢田広志議員 （登壇） それでは、通告に従いまして、１点一般質問をさせていただ

きます。

大きな１点目としまして、買い物支援特典制度の創設について。市内の商業振興と高齢

者並びに障害者への買い物支援を目的として、北海道で実施されているどさんこ・子育て

特典制度と同様な内容で砂川市独自の特典制度を創設する考えについて伺います。

以上、１回目の質問といたします。

〇議長 東 英男君 経済部長。

〇経済部長 栗井久司君 （登壇） それでは、１、買い物支援特典制度の創設について

ご答弁申し上げます。

初めに、当市においてどさんこ・子育て特典制度に協賛している店舗・施設は、砂川ポ

イントカード事業協同組合の加盟店とボーリング場であります。小学校６年生までの子供

がいる世帯が買い物をした場合、ふくろうカードのポイントが２倍になるサービスや、ボ

ーリング場を利用した場合、ソフトドリンクの無料サービスが受けられます。どさんこ・

子育て特典制度とは別に砂川市独自の施策として、高齢者並びに障害者の特典制度を創設

し、同様の特典を与えることが可能となれば、利用者の対象範囲の拡大及び購買意識の高

揚を図ることになり、商業振興につながるものと期待されます。しかし、本年度に実施し
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た商店街交通量・通行量等調査において、市内大型店舗前で行った顧客アンケート調査結

果を見ますと、市内商店街利用者の６０歳以上の割合は全体の６３．４％を占めており、

市独自の新たな特典制度の創設は商店主の負担が大きくなることも懸念されます。商業振

興策として新たな顧客獲得に向けた機運を高めることにもつながると思われますが、小売

業における年間商品販売額に対する費用対効果や影響を検討するために、商工会議所、商

店会連合会、ポイントカード事業協同組合等を通じて市内の商店、飲食店に対し新たな特

典制度創設の可能性について協議してまいりたいと存じます。

〇議長 東 英男君 沢田広志議員。

〇沢田広志議員 それでは、２回目の質問ということで進めてまいりたいと思います。

まずもって今回の買い物支援特典制度、今ほどのご答弁もいただいたところであります

けれども、商業振興という観点から私は聞かせていただいております。今現在どさんこ・

子育て特典制度というのは、市民部のほうで対応した中で実施されておりますけれども、

これは高齢者とか障害者への特典制度の創設ということでもあります。そういった中から、

今ほど答弁をいただいたところでありますが、答弁をいただいた中で終わりのほうで今後

会議所、砂商連、砂川ポイントカード事業協同組合、ふくろうカードでありますけれども、

と協議をしながら、このことについて検討してまいりたいというふうな答弁であったのか

なと思うのですが、協議をしていくといっても新年度これから始まるところでありますけ

れども、協議をするに当たって今後どのようなプロセスというのか、いつごろからこの協

議を進めていこうとされるのか、まず初めにこの点から聞かせていただきたいなというふ

うに思います。

〇議長 東 英男君 経済部長。

〇経済部長 栗井久司君 関係団体への今後の協議のプロセス、時期でございますけれど

も、前段で申したとおり新たな顧客獲得への一つの手法でございますので、この辺は商業

の消費の増加につながるのであれば有効な手段だということでとらえているのですけれど

も、ただポイントを２倍にするということになりますと、前段でもご答弁したとおり商店

主の負担がふえるということになりますので、この辺は現在ポイントカード事業協同組合

さんだけが取り組んでいる事業ということでとらえております。ポイントカード事業協同

組合さんの事業報告書なり事業計画書を見ますと、平成２２年度は黒字決算となっており

まして、大変喜ばしいことでございますけれども、課題としては組合員、いわゆる加盟店

の拡大が重要と位置づけられておりました。現在ポイントカード事業協同組合さん組合加

盟店が４７店ございました。ただ、砂川商店会連合会の会員の皆様は現在１０４店という

ことでございますので、砂商連には入っているのですけれども、ポイントカード事業協同

組合さんの加盟が少ないということでございましたので、どさんこ・子育て特典制度にご

利用できるお店が砂川の現在の砂商連の加盟の約半分以下というような状況になってござ

いましたので、この辺砂商連さんも初めポイントカード事業協同組合さん、そして商工会
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議所さんも通じて費用対効果を見ながら考えていかなければなりませんので、ご提案いた

だいたことについてはすぐにでも、平成２４年度４月、来月から始まりますけれども、す

ぐにはご回答いただけないような難しい点も解消していかなければなりませんので、早速

２４年度に入って協議の場を持ちたいと思っていますけれども、この辺先方さんのいろい

ろな考え方もございますので、果たしてサービスをした分だけ以上に収入があるかどうか、

この辺も十分検討していかなければならないということでとらえております。

〇議長 東 英男君 沢田広志議員。

〇沢田広志議員 今回の買い物支援特典制度の創設ということで、そもそもからのお話も

させていただきたいと思うのですが、昨年の９月にどさんこ・子育て特典制度についての

一般質問をさせていただいたときに、市内の商店主さんとちょっといろいろ会う機会もあ

りながら、ご意見等もいただければということから、そういったときに子育て特典制度も

あるけれども、高齢者なりの、例えば高齢者６５歳以上対象の特典制度といったものもあ

るといいのだろうねというような話もいただいたところであります。まさに今回の一般質

問のきっかけはそのときから始まっておりまして、こういったいろんなきっかけをつくる

ことによって、やはり購買行動というものがふえてくるのではないのかなと。何もしなけ

れば何も動かないのかなと思っていますし、そしてなおかつ今の砂川市内には大型店もあ

りますけれども、この近隣、大型店がある中でやはり商品の質が高く、そして安くといっ

たようなことの中から、小売店としてはどうしても太刀打ちできない部分、それぞれ小売

店は小売店なりの特徴を持った中での商業行為をしているところでありますけれども、そ

ういった市内の大型店、さらには市外の大型店との競争に勝つためのきっかけづくりとし

て、これが進められるのであれば私は購買行動がふえていくきっかけになるのではないの

かなというふうに思っております。そういったことから、今回一般質問させていただいて

おりますけれども、答弁の話を聞いていますと、例えばどさんこ・子育て特典制度の場合

は、これはふくろうカード、ポイントカード事業協同組合さんにお願いし、なおかつボー

リング場の施設さんが一緒になってやっておりますけれども、砂商連の中では加盟してい

る数が全部ではないような話もされておりますけれども、そもそもどさんこ・子育て特典

制度の加盟しているところと同じような考え方を持っていただくのはどうなのかなと。ち

ょっと違うのではないかなと私は思っておりますので、その辺も含めながら、やはり市と

して購買行動をふやすためのきっかけをすべきだというふうに私は思っています。

先ほどもお話を聞いていますと、どうも逆にこれは小売店に対して負担になってくるの

ではないかといった話もありますけれども、確かにふくろうカード一つとっても毎月１日

と１５日はポイント２倍セールやっておりますし、なおかつ個店においてもそれぞれポイ

ントのつけ方を変えて努力されているところもあります。それぞれ個店の努力も必要にな

りながら、今回の特典制度といったものを上手に合致させていくことによって、私はやっ

ぱり購買行動につながるものだというふうに思っていますし、さらにはどんどん高齢者ふ
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えてきておりますから、そういった部分では高齢者に対する特典ということによって、高

齢者の皆さんにも購買という、要するに小売のほうに買い物に行ってほしいということと、

買い物に行くということはまちの中歩いていくということにもつながりますから、そうい

ったことが私が今回の一般質問をするに当たっての基本的な考えであるのですけれども、

今後協議するといってもどうも私が受けとめるところによると前向きではないなというふ

うに受けとめておりますけれども、確かに関係団体と協議をしていくということについて

は大変重要なことであり、率先してやっていただきたいと思いますけれども、市として、

私は例えば市独自の中でも関係団体との協議も大事ですけれども、商店街、商店会もあり

ますから、または地域を区割りして試験的にこれがどういう形で動いていくのかといった

ことも含めたことを考えて実施していっていいのではないかなと思うのですけれども、こ

の辺含めてこの考えに対してどんなように受けとめていただけるのどうか、この辺も聞か

せていただきたいというふうに思います。

〇議長 東 英男君 経済部長。

〇経済部長 栗井久司君 購買行動を呼んで商業の振興を図るという施策でございますけ

れども、昨年市民部のほうにこのようなご質問あったわけでございますけれども、市とし

ては高齢者や障害者にかかわらず、広く市内外の消費者の方に砂川の商店会で買い物をし

ていただくために、砂川商店会連合会の商品券発行事業というものを夏のトリプルチャン

ス、夏の大売り出し事業だとか、冬のウインターチャンスセール事業に助成をして、対前

年から比べますと、冬のほうはまだ決算は出ていないのですけれども、夏のトリプル、夏

の売り出し抽せん会の決算状況の報告を受けたところ、比較いたしますとやはり市の独自

の施策でもって売り上げが伸びているというご報告も受けてございます。それは、高齢者

や障害者にかかわらず、広く市内外の消費者の方に砂川市でのお買い物を事業展開をして

いただきたいということで、いわゆる買い物支援の制度の助成だったわけでございますけ

れども、砂川市のご利用の方々が一応かなり高い率での数字が買い物調査で出てございま

したので、今回私たちも何店かのお店のポイントさんの２倍で出しているお店に当たって

お聞きしましたら、もしどさんこ・子育てのほかにもこのような形になれば、かなり一年

じゅうポイント制度をやっているような状況になるかもしれないというような懸念もされ

ましたので、市の新しい考え方としては砂商連全体における商品券の発行を呼び起こして、

そしてなおかつ景品でもってまた砂川市で買い物していただくと。そのような相乗効果の

中で事業展開をしているという考え方でございます。

それで、もう一つ、ある程度砂商連さんが９つの商店会がございまして、モデル的に限

った中での試験的な考え方はということでございますけれども、これもやはり砂商連さん

の９つの商店会でどこでそういうことをやるのか、そのような話し合いの中でモデル的な

実験結果を見て幅を広げるのか、そのような考え方もございますので、これらも含めまし

て先ほどのご答弁のとおり、これはそれぞれの団体の皆様、それからそれに参加していた
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だける個店の皆様の考え方も聞きながら、事業の有無、実施の有無について検討していか

なければならないということでとらえているところでございます。

〇議長 東 英男君 沢田広志議員の質問は休憩後に行います。

１０分間休憩します。

休憩 午後 １時４８分

再開 午後 １時５８分

〇議長 東 英男君 休憩中の会議を開きます。

沢田広志議員の質問を許します。

沢田広志議員。

〇沢田広志議員 それでは、今ほどの答弁を聞きながら感じ取っていたところなのですけ

れども、私自身は現行市が各市内の商業を含めた団体と連携をとりながら施策をしている

こと、事業展開されていることをどうのということではなくて、それとはまた別個にこう

いった特典制度があることによって商業の購買行動にもつながり、なおかつここにかかわ

る高齢者の皆さん、さらには障害者の皆さんがやはり砂川の市内で買い物をすると、ここ

で買ってよかったなということの特典も含めた形になっていく方向の一つではないのかな

ということでのお話であります。ですから、現行のされていることはやはり実施すること

によって市内の購買行動につながっているというのも承知しておりますし、より一層努力

してもらわなければいけないことなのかなというふうに思っています。

そういった中から、今年度についての商品券の関係含めて、結果がこれから出てくると

いう話もありますけれども、これは中心市街地活性化基本計画の中での小売業年間商品販

売額、私これホームページのほうからしかとっていないので、一概に近々の話になるかど

うかはわかりませんが、この数字を見ていましても平成１８年を基準値に１５７億３，８

００万、そして平成２３年度目標値が１６２億で、平成２２年の場合は１５２億７００万

といった数値目標を掲げながら、目標値までもうちょっとのところまで来ているというと

ころで超えていないということもあるわけですから、そういったことも含めながら、やは

り市内の皆さん、特に今回は高齢者並びに障害者の皆さんに特典制度を与えて購買行動に

つながってほしいということでありますけれども、こういったところにも私は貢献できる

のではないのかなというふうに思っております。何よりも買ってみたい、買ってみよう、

行ってみよう、お店に入ってみようといったところのきっかけをつくっていかないことに

は、やはり購買行動につながっていかないのかなというふうに思っておりますので、どう

もこういう話をしながらでも若干というか、すれ違いの部分があるかと思うのですけれど

も、私は今後協議をしていくという話もありますから、できる限り早く協議というか、こ

の辺進めていけることを願うものであるのですけれども、そういった購買行動も含めなが

ら、ちょっと関連してお話しさせていただくならば、砂川市内にある小売業すべてが商工

会議所の会員に入っているということでもなかったり、または砂川商店会連合会に加盟さ
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れているということでもなかったり、さらには残念ながらポイントカード、ふくろうカー

ドにも加盟し切れていないといったお店もあるのです。それは、どちらかというと９商店

会ありますけれども、その商店街の中に入っていない小売店というのか、といいながら中

心街から離れたところにある小売店もその地域にとっては一番店で、お店として頑張って

いるところもあります。そういったところも含めながら、やはりその地域一番店として頑

張っているところのお店も含めながら、私は購買行動が起こることによって全体的に小売

商品販売額も少しずつではあるけれども、上がってくるのではないかというふうに思って

いるものですから、こういった思いを持ちながら、今回特典制度の創設ということになっ

ています。何回も同じようなことを質問しているような形になるかもしれませんけれども、

そんな思いを受けとめてもらいながら、この考え方も含めていま一度聞かせていただけな

いかなと思うのですけれども。

〇議長 東 英男君 経済部長。

〇経済部長 栗井久司君 高齢者や障害者に新たな特典制度というお話でございますけれ

ども、ポイントカード事業協同組合さんの事業計画、ことしの１１月３０日までの第１６

期の計画でございますけれども、今期は高齢者を支える仕組みづくり、高齢者への特典等

を課題として邁進していく所存というのがのってございますので、この辺私たちポイント

さんのほうであえて高齢者の特典を考えるということの事業計画だったものですから、先

ほどからのご答弁のとおりポイントカード事業協同組合さん以外の商工会議所なり砂商連、

いずれにしてもそれぞれにすべて入っていないというお話もございますので、これらの関

係団体の役員の方々と高齢者への取り組み、仕組みづくり、そしてなおかつ加盟店、組合

員、これらの拡大も事業計画にのってございますので、この辺の事業計画に沿った形で、

市といたしましても新たな購買行動の高まりを高めていくためにも、各関係団体と協議検

討してまいりたいということで取り組みの考え方を持ってございますので、ご理解いただ

きたいと思います。

〇議長 東 英男君 沢田広志議員。

〇沢田広志議員 お聞きしていると、砂川市もかかわっているのでしょうけれども、今ほ

どのふくろうカードさんの高齢者に対しての施策についても、これはふくろうカードとし

てやはり今後必要だというニーズを受けとめてやっていくということであるので、これは

これで積極的にやられていますから、私は大変喜ばしいことであり、より一層成果が上が

ることを願っているところであります。ただ、市としての考え方としての部分はもっとあ

っていいのかなと。強いて言うと創造的な発想と実践を目指していってもいいのかなと、

特に商業関係に対しても。そういったことから、最後に私今回どさんこ・子育て特典制度

の内容を通しての特典制度の創設でもありますので、ちょっとお話をさせていただいて終

わりたいというふうに思います。

対象世帯については、先ほど１回目に答弁いただいたように、今までの子育て特典制度
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は小学生までであったけれども、私は今回高齢者ですから６５歳以上の高齢者、さらには

障害者がいる世帯を基本としてつくっていくべきであろうということと、対象世帯の確認

方法、これ今回は商業振興ということから経済部にお話をさせていただいておりますけれ

ども、やはりこれは市役所内部においても横断的に連携をとっていただかなければいけな

い部分があるのかなと思っています。というのは、子育て特典制度の場合は子育て世帯認

証カードを発行しておりますけれども、やはり市においては高齢者とか障害者に世帯認証

カードというものを発行していかなければいけないというふうに思いますから、そうなる

とこれは市民部のほうもかかわってくるのかなというふうに思っております。なおかつ、

市としてこの認証カードをどのように発行していったらいいのかといったことについて、

市の窓口をどこにしたらいいのかなということもありますし、さらには高齢者となれば先

ほどお話ししましたけれども、市民部のお力もいただかなければいけませんし、そしてや

はり高齢者となれば砂川市内の老人クラブ連合会を通しながら、各クラブの対象世帯とい

ったことも含めながらの配付の方法だとか、いろんなことがかかわってくるのかなと思っ

ています。さらには、特典の内容についてはどうしてもふくろうカード、ポイントカード

事業協同組合の例を挙げてお話しされておりますけれども、私はふくろうカードにしても

砂商連にしても、例えば商店会単位であってもいいですし、さらにはこれに一緒に参加し

てみたいという個店があるのであれば、それぞれポイントを２倍にしたり、３倍にしたり

するのも独自性があっていいでしょうし、それぞれの個店においてこれをどのようにして

利用することによって、購買意欲を高めてお店のほうに来てもらえるのかといったことに

つながるということは、お店のほうも個店、小売業の中でも考えていかなければいけない。

努力することであるというふうに思っております。そんなことを私は思いを持ちながら、

今後この特典制度、新しく創設してもらえることを願いながら、今回の一般質問はここで

終わりたいというふうに思います。

答弁は要りませんので、これで終わります。

〇議長 東 英男君 一般質問はすべて終了いたしました。

◎散会宣告

〇議長 東 英男君 以上で本日の日程はすべて終了いたしました。

本日はこれで散会します。

散会 午後 ２時０８分


